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「
栃
堀
神
楽
舞
」

市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
（
民
俗
芸
能
）

保
持
団
体

栃
堀
楽
人
会

が
く
に
ん

指
定
年
月
日

昭
和
五
十
四
年
十
月
一
日

春
は
巣
守
神
社
、
秋
は
貴
渡
神
社
（
機
神
様
）
の
二
祭
に
奉
納
さ
れ

た
か
の
り

は
た
が
み

ま
す
。
初
日
の
宵
宮
に
「
神
子
舞
」
や
「
雑
木
の
舞
」
な
ど
八
座
、
翌

よ
い
み
や

日
の
昼
宮
に
は
「
簸
之
川
上
の
舞
」
や
「
岩
戸
舞
」
な
ど
十
二
座
が
演

ひ

舞
さ
れ
、
し
か
も
春
と
秋
で
は
演
じ
る
中
に
違
う
も
の
が
あ
り
、
全
部

で
二
十
七
座
と
な
り
ま
す
。

こ
の
神
楽
は
出
雲
流
の
神
楽
で
太
夫
舞
と
も
い
い
、
見
附
市
熱
田
の

小
丹
生
神
社
の
神
楽
が
源
流
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
舞
は
見
附
市
新
潟
か

お

に

ふ

ら
神
官
を
招
き
伝
授
さ
れ
、
古
い
形
態
を
よ
く
残
し
て
い
ま
す
。

明
治
十
九
年
、
地
元
の
星
野
義
平
次
が
中
心
と
な
り
、
巣
守
神
社
に

楽
人
勤
続
社
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
神
社
境
内
に
は
星
野
義
平
次
翁
之

碑
が
あ
り
、
翁
が
楽
人
勤
続
社
の
結
成
に
努
力
し
た
旨
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
社
中
創
立
後
、
毎
年
奉
納
演
舞
し
て
お
り
、
芸
態
の
ほ
か
立
派
な

面
や
衣
装
に
つ
い
て
も
特
色
が
見
ら
れ
ま
す
。

現
在
、
当
神
楽
は
「
太
々
御
神
楽
」
と
呼
称
さ
れ
て
お
り
、
今
年
の

だ
い
だ
い

春
季
大
祭
は
四
月
十
九
日
・
二
十
日
に
神
楽
殿
で
、
ま
た
秋
季
大
祭
は
、

九
月
十
四
日
・
十
五
日
に
神
社
境
内
で
奉
納
さ
れ
ま
す
。
以
前
は
近
郷

の
村
祭
り
に
招
か
れ
、
現
在
で
は
太
々
御
神
楽
の
ほ
か
に
月
次
祭
と
称

つ
き
な
み

し
て
、
毎
月
一
日
に
神
社
奥
殿
で
神
事
の
奏
楽
や
稚
児
舞
の
奉
納
を
行

う
な
ど
活
発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

楽
人
会
は
終
身
会
員
制
で
あ
り
、
小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
幅
広

い
世
代
間
交
流
が
図
ら
れ
、
後
継
者
育
成
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
栃
尾
市
に
あ
る
、
県
・
市
指
定
の
文
化

財
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
課
（文
化
セ
ン
タ
ー
内

‐２
０
２
０
）
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と
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施 設 名 休 館 日
市 民 会 館 毎月第１・第３月曜日
文 化 セ ン タ ー 毎月第２月曜日の9～17時

各 公 民 館 図 書 室 毎週月曜日
施 総 合 体 育 館 毎週月曜日
設 吉水ふれあい体育館 毎週月曜日
の 美 術 館 毎週月曜日

４月19日オープン、毎週火曜日休 杜 々 の 森
館 ふるさと交流広場 毎週火曜日

4月26日オープン、毎週水曜日日 道 院 高 原
産業交流センター 毎週月曜日
物 産 館 毎週水曜日



そ
れ
で
は
、
十
二
月
議
会
の
所
信
表
明
で

申
し
上
げ
ま
し
た
項
目
に
沿
っ
て
ご
説
明
を

申
し
上
げ
ま
す
。

最
初
に
こ
れ
か
ら
の
栃
尾
市
の
「
ま
ち
づ

く
り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

地
方
分
権
の
時
代
を
迎
え
活
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
は
、
市
民
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
で
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
中
で
行
政
は
、

市
民
と
関
わ
り
、
市
民
と
協
働
し
、
最
小
の

経
費
で
最
大
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
使
命
を
負

っ
て
い
ま
す
。
平
成
十
五
年
度
予
算
で
は
、

「
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
、
テ

ー
マ
別
に
市
民
の
皆
様
の
生
の
声
を
お
聴
き

す
る
た
め
の
「
市
民
対
話
」
を
計
画
い
た
し

ま
し
た
。
自
ら
の
目
で
、
自
ら
の
耳
で
、
市

ま

ち

づ

く

り

民
の
皆
様
の
生
の
声
を
聴
い
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
新

た
な
一
歩
と
し
て
、
栃
尾
市
の
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
設
立
」
に
向
け
、
調
査
研
究
を
行
う
た
め

の
予
算
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。
住
民
の
新

た
な
力
と
し
て
の
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」
が
、
住
民
の

手
に
よ
り
誕
生
し
、
各
方
面
か
ら
「
栃
尾
の

ま
ち
づ
く
り
」
へ
と
活
動
を
展
開
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

「
市
町
村
合
併
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま

す
。市

町
村
合
併
に
つ
い
て
は
、
一
月
一
日
長

岡
地
域
任
意
合
併
協
議
会
が
発
足
し
、
八
市

町
村
の
合
併
に
向
け
第
一
歩
が
踏
み
出
さ
れ

ま
し
た
。
当
市
で
も
、
行
政
側
か
ら
私
を
含

め
二
名
、
議
会
側
か
ら
二
名
、
さ
ら
に
、
住

民
代
表
と
し
て
二
名
の
方
々
か
ら
参
加
を
い

た
だ
き
、
合
計
六
名
か
ら
な
る
協
議
会
委
員

で
将
来
の
栃
尾
市
に
向
け
議
論
に
参
加
し
て

ゆ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

合
併
問
題
の
中
で
、
新
た
な
栃
尾
地
域
の
個

性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
模
索
す
る
た

め
、
仮
称
「
栃
尾
ま
ち
づ
く
り
会
議
」
を
設

置
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
多
く
の
市

民
の
皆
様
の
英
知
が
、
今
後
の
栃
尾
市
の
明

る
く
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
も

の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

市

町

村

合

併

「
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
徹
し
た
行
政
改
革
」

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
十
五
年
四
月
か
ら
、
市
民
の
皆
様
へ

の
窓
口
事
務
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
指
し
、

日
曜
日
の
窓
口
の
開
設
を
試
行
い
た
し
ま
す
。

日
曜
窓
口
の
開
設
に
よ
り
、
勤
務
等
で
休
日

し
か
時
間
の
取
れ
な
い
市
民
の
皆
様
が
、
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
利
便
を
図
り
ま

す
。次

に
「
産
業
の
振
興
」
に
つ
い
て
申
し
上

げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
ま
ち
本
来

が
持
つ
伝
統
的
な
良
さ
を
生
か
し
た
も
の
で

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
本
市
は
、
小
さ
な

ま
ち
で
す
が
素
晴
ら
し
い
可
能
性
を
持
っ
た

ま
ち
で
す
。
恵
ま
れ
た
自
然
、
豊
富
な
水
資

源
、
歴
史
に
裏
打
ち
さ
れ
た
文
化
と
産
業
な

ど
、
有
形
・
無
形
の
多
く
の
資
産
を
有
し
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
農
林
業
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
き

た
こ
の
美
し
く
豊
か
な
自
然
と
、
そ
れ
か
ら

な
る
豊
富
な
水
は
、
米
の
輸
入
自
由
化
を
は

じ
め
生
産
調
整
の
実
施
、
後
継
者
不
足
と
高

齢
化
の
進
行
、
土
地
改
良
事
業
の
遅
れ
な
ど
、

現
在
置
か
れ
て
い
る
農
林
業
の
厳
し
い
状
況

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
徹
し
た

行
政
改
革

産

業

の

振

興

と
と
も
に
、
存
亡
の
危
機
を
迎
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
処
す
る
た
め
、
本
年
度

も
農
林
業
関
係
予
算
は
、
今
後
の
農
業
に
向

け
持
続
的
な
発
展
と
農
村
の
振
興
を
目
指
し
、

ハ
ー
ド
面
で
は
、
土
地
改
良
、
農
林
道
な
ど

の
農
林
業
基
盤
、
そ
し
て
、
棚
田
保
全
な
ど

の
生
産
基
盤
の
整
備
、
ソ
フ
ト
面
で
は
、
農

林
産
物
の
生
産
指
導
、
販
路
の
拡
大
、
農
林

業
と
観
光
と
の
融
合
な
ど
高
付
加
価
値
付
与

追
求
へ
の
予
算
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
施
策
実
現
に
向
け
中
山
間
地
域
総
合

整
備
事
業
、
棚
田
地
域
保
全
整
備
事
業
な
ど

地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
制
度
・
事
業
を
活
用

し
、
生
産
・
生
活
環
境
基
盤
、
農
林
業
基
盤

の
整
備
を
進
め
、
農
地
の
集
積
と
経
営
規
模

の
拡
大
、
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
、
優
良
農
地

の
確
保
な
ど
に
よ
る
農
村
地
域
の
活
性
化
を

図
る
た
め
本
年
度
も
、
国
、
県
へ
積
極
的
な

運
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
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４月から窓口事務のサービス向上を目指し、
日曜日も公民館で住民票などを発行します

土砂災害を防ぐ美しい棚田。
棚田の保全など生産基盤の
整備を図ります
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務
事
業
の
見
直
し
に
よ
る
抑
制
と
重
点

化
、
健
全
財
政
の
堅
持
、
地
域
課
題
へ

の
取
組
み
な
ど
、
市
民
ニ
ー
ズ
、
社
会

・
経
済
情
勢
の
推
移
に
即
応
し
、
将
来

へ
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
目
指
し
ま

す
。平

成
十
五
年
度
の
重
点
施
策
は
、
失

業
・
倒
産
、
少
子
高
齢
化
、
そ
し
て
過

疎
な
ど
の
課
題
へ
の
対
応
と
解
決
に
よ

っ
て
、
住
民
福
祉
の
さ
ら
な
る
向
上
を

推
進
し
ま
す
。

以
下
、
三
月
議
会
に
お
け
る
市
長
の

施
政
方
針
（
原
文
の
ま
ま
）
に
沿
っ
て
、

平
成
十
五
年
度
の
主
な
施
策
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

月
定
例
市
議
会
で
可
決
さ
れ
、
百
二

十
三
億
六
千
万
円
に
決
ま
り
ま
し
た
。

前
年
度
に
比
べ
、
四
億
三
千
四
百
万
円

の
増
、
伸
び
率
三
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
と

な
る
超
積
極
予
算
で
す
。

ま
た
、
一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合

わ
せ
た
予
算
の
総
額
は
、
百
九
十
八
億

二
千
五
百
七
十
二
万
五
千
円
と
な
り
、

前
年
度
に
比
べ
、
五
億
八
千
四
百
七
十

三
万
九
千
円
、
伸
び
率
四
・
六
パ
ー
セ

ン
ト
の
大
幅
な
増
と
な
り
ま
し
た
。

新
年
度
で
は
、
地
方
分
権
の
時
代
に

ふ
さ
わ
し
い
栃
尾
市
ら
し
さ
を
前
面
に
、

簡
素
で
効
率
的
な
行
政
シ
ス
テ
ム
の
確

立
、
徹
底
し
た
行
政
改
革
の
推
進
、
事

平成15年度施政方針演
説を述べる馬場市長

中央保育所で行われた外国
語指導助手とのもちつき。
創造性豊かで思いやりのあ
る子どもの育成を図ります。
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観
光
振
興
に
お
い
て
は
、
長
岡
地
方
拠
点

都
市
構
想
の
中
で
本
市
は
、
観
光
・
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
地
域
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
広
域

的
見
地
か
ら
も
観
光
都
市
と
し
て
発
展
が
期

待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
合
併
を
見

据
え
た
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
も
、
恵
ま
れ

た
自
然
、
豊
か
な
水
、
豊
富
な
歴
史
遺
産
は
、

栃
尾
の
独
自
性
を
主
張
で
き
る
大
き
な
資
産

と
な
る
も
の
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。
幸
い
、

長
岡
地
域
広
域
行
政
組
合
の
広
域
観
光
推
進

事
業
の
ル
ー
ト
に
も
設
定
さ
れ
、
誘
客
が
図

ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
道
の
駅
「
Ｒ
２
９

０
と
ち
お
」
を
中
心
に
年
々
栃
尾
の
恵
ま
れ

た
自
然
、
豊
か
な
水
、
豊
富
な
歴
史
遺
産
を

求
め
て
来
訪
者
が
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
今

後
は
、
市
の
イ
ー
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
Ｐ
Ｒ
の
た

め
実
施
し
て
お
り
ま
す
首
都
圏
交
流
事
業
な

ど
を
通
じ
、
交
流
人
口
の
増
加
に
意
を
尽
く

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
本

年
度
は
、
市
民
の
皆
様
の
積
年
の
夢
で
あ
り

ま
し
た
市
内
の
温
泉
資
源
に
つ
い
て
も
、
再

度
調
査
を
行
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

「
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
」
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

業
務
の
省
力
化
を
図
り
、
行
政
経
費
の
削

減
を
図
る
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
の
職
員
一
人
一

台
配
置
と
、
庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
体
制
の
整
備
が
完

了
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
地
域
イ
ン
ト

情
報
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

ラ
ネ
ッ
ト
基
盤
施
設
整
備
事
業
に
よ
り
各
公

共
施
設
間
に
光
ケ
ー
ブ
ル
を
設
置
し
、
将
来

の
電
子
政
府
、
電
子
自
治
体
基
盤
構
築
・
整

備
な
ど
、
時
代
に
即
応
、
適
合
し
、
情
報
通

信
の
双
方
向
性
を
生
か
し
た
市
民
へ
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
拡
大
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
Ｉ
Ｔ
時
代
、
高
度
情
報
化

社
会
へ
対
応
す
る
た
め
の
市
民
の
パ
ソ
コ
ン

利
用
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
技
術
の
取
得
の
た

め
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
等
は
、
十
五
年
度
も
引

き
続
き
産
業
交
流
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
開
催
し
、

情
報
化
の
推
進
に
対
応
し
て
行
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
平
成
十
五
年
度
に
お
け
る
「
医
療

・
福
祉
の
充
実
」
に
対
す
る
政
策
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
す
。

保
健
施
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
毎
年
行
っ

て
お
り
ま
す
各
種
健
診
事
業
と
保
健
指
導
の

充
実
に
よ
り
疾
病
の
早
期
発
見
と
予
防
を
行

し
っ
ぺ
い

い
、
市
民
の
健
康
管
理
に
努
め
て
ま
い
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
内
中
心
医
療
施

設
で
あ
る
栃
尾
郷
病
院
の
拡
充
に
つ
き
ま
し

て
は
、
医
療
機
器
整
備
費
補
助
お
よ
び
診
療

所
運
営
費
補
助
な
ど
を
行
い
院
内
機
器
の
整

備
と
経
営
の
安
定
へ
の
援
助
を
行
っ
て
ゆ
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
平
成
十
五
年
度

予
算
に
お
い
て
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心

し
て
健
康
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
配
慮
い

医
療
・
福
祉
の
充
実

た
し
ま
し

た
。福

祉
施
策

に
つ
き
ま
し

て
は
、
生
活

に
困
窮
す
る

こ
ん
き
ゅ
う

世
帯
へ
の
適

正
な
保
護
は

も
と
よ
り
、

年
々
進
む
少

子
・
高
齢
化

社
会
を
念
頭

に
、
高
齢

者
、
心
身
障

害
者
、
母
子

・
父
子
等
の

ひ
と
り
親
家

庭
な
ど
、
社

会
的
弱
者
と
い
わ
れ
る
方
々
に
対
し
国
・
県

の
各
制
度
の
利
用
は
も
と
よ
り
、
市
単
独
で

一
層
の
充
実
を
期
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
平
成
十
五
年
度
予
算
で
は
、

新
た
に
、
心
身
障
害
者
通
所
支
援
事
業
補
助
、

身
体
・
知
的
障
害
者
施
設
支
援
、
身
体
・
知

的
障
害
者
・
児
童
居
宅
支
援
を
創
設
す
る
と

と
も
に
、
既
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
重
度
心

身
障
害
者
に
対
す
る
入
院
食
事
療
養
費
、
在

宅
重
度
障
害
児
者
へ
の
日
常
生
活
用
具
、
身

体
障
害
児
者
補
装
具
の
自
己
負
担
金
、
ね
た

き
り
老
人
介
護
に
対
す
る
介
護
手
当
、
ね
た

き
り
老
人
紙
お
む
つ
給
付
、
福
祉
タ
ク
シ
ー

利
用
料
金
、
腎
臓
機
能
障
害
者
へ
の
通
院
交

通
費
な
ど
、
単
独
助
成
制
度
を
継
続
し
て
ま

い
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
お
い
て
は
、

高
齢
化
社
会
の
到
来
に
伴
い
退
職
者
医
療
費

と
老
人
医
療
費
が
、
増
大
の
一
途
を
た
ど
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
医
療
費
の

動
向
が
保
険
事
業
の
財
政
運
営
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

ら
を
踏
ま
え
、
中
長
期
的
な
医
療
費
の
推
移

を
展
望
し
、
今
後
も
安
定
し
た
国
民
健
康
保

険
基
盤
の
保
持
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。
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昨年、栃尾郷病院に設置された超音波診断装置。
今年度も中心医療施設である同病院の拡充を図
るため、医療機器の整備などを支援します

基
幹
産
業
で
あ
り
ま
す
繊
維
産
業
は
、
長

引
く
経
済
不
況
に
よ
る
受
注
の
落
込
み
と
、

安
価
な
繊
維
製
品
の
海
外
か
ら
の
輸
入
急
増

な
ど
、
そ
の
経
営
環
境
は
年
々
厳
し
い
状
況

に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
本
年
度
は
、
こ

れ
か
ら
の
産
業
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
伝

統
に
よ
り
培
っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
徹
底
的

に
活
か
し
な
が
ら
、
新
時
代
の
先
端
技
術
を

他
に
先
駆
け
て
取
り
入
れ
る
と
と
も
に
、
時

代
の
要
求
す
る
産
業
の
将
来
へ
の
進
む
べ
き

方
向
を
的
確
に
捉
え
、
先
導
的
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
実
行
す
る
た
め
栃
尾
繊
維
再
生
に
向

け
た
手
始
め
と
し
て
、
織
物
組
合
と
と
も
に

新
潟
県
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
実
現
を
目
指

し
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
も
、
経
営
安
定
の

た
め
の
資
金
援
助
と
し
て
、
不
況
対
策
特
別

資
金
、
不
況
対
策
緊
急
資
金
の
貸
付
制
度
を

継
続
す
る
ほ
か
、
各
種
制
度
融
資
を
通
じ
、

地
場
産
業
の
振
興
に
最
大
限
の
支
援
を
し
て

ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

雇
用
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
長
引
く
不

況
の
中
に
あ
っ
て
、
雇
用
の
確
保
と
安
定
は
、

国
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
当
市
に
と
っ
て

も
重
要
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

当
市
に
お
い
て
は
、
数
社
の
企
業
が
企
業
閉

鎖
し
、
安
定
雇
用
も
危
機
的
な
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
雇
用
安
定
を
期
し
、

議
会
を
は
じ
め
関
係
機
関
と
連
携
、
協
力
を

密
に
し
、
さ
ら
な
る
雇
用
対
策
を
お
こ
な
い

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
十

五
年
度
も
、
国
の
施
策
で
あ
る
緊
急
地
域
雇

用
創
出
特
別
基
金
事
業
を
継
続
し
、
新
た
な

雇
用
の
確
保
を
目
指
し
て
行
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
高
齢
化
率
の
高
い
当
市
に
と

っ
て
高
齢
者
関
係
産
業
、
施
設
が
、
大
き
な

雇
用
の
場
を
提
供
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
本
年
度
起
工
い
た
し
ま
す
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
も
、
市
民
へ
の
雇
用
の
場

の
拡
大
に
繋
が
る
も
の
と
期
待
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地
元
就
職
者
に
対
す
る

支
援
策
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
就
職
支
度
金
貸

与
制
度
を
継
続
し
、
地
域
雇
用
の
安
定
、
活

性
化
に
努
め
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

労
働
力
の
確
保
と
地
元
定
住
策
と
し
て
、
新

規
学
卒
者
の
確
保
と
、
Ｕ
・
Ｊ
・
Ｉ
タ
ー
ン

の
受
け
皿
づ
く
り
な
ど
に
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
た
め
本
年
度
も
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト･

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用

し
、
市
内
の
空
家
・
空
き
地
情
報
を
全
国
に

発
信
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

新
規
企
業
の
誘
致
に
つ
い
て
は
、
景
気
の

低
迷
か
ら
、
企
業
の
投
資
意
欲
も
減
退
し
て

お
り
、
非
常
に
難
し
い
情
勢
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
新
規
創
業
支
援
資
金
の
活
用
、
福

祉
産
業
の
誘
致
、
農
林
業
産
品
の
起
業
化
な

ど
を
通
じ
粘
り
強
く
新
規
企
業
の
誘
致
、
起

業
に
向
け
て
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

商
業
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
購
買
客
の

市
外
へ
の
流
出
、
地
場
産
業
の
低
迷
、
さ
ら

に
長
引
く
不
況
な
ど
取
巻
く
環
境
は
、
厳
し

い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
商
店

街
の
活
性
化
を
図
り
、
関
係
者
と
の
結
束
を

密
に
し
、
消
費
者
の
購
買
動
向
等
を
的
確
に

と
ら
え
、
中
心
商
店
街
再
開
発
構
想
や
都
市

計
画
道
路
整
備
な
ど
新
時
代
の
栃
尾
の
商
業

振
興
実
現
に
向
け
、
商
店
街
の
活
性
化
を
図

っ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
特
に
、

本
年
度
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
Ｃ
調
査
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
商
工
会
が
実
施
す
る

共
通
商
品
券
発
行
事
業
に
補
助
を
行
い
、
市

内
購
買
層
掘
り
起
こ
し
に
協
力
し
て
行
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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谷
内
通
り
を
家
族
連
れ
で
い
っ

ぱ
い
に
し
た
う
ま
市
。
中
心
商

店
街
再
開
発
構
想
な
ど
商
店
街

の
活
性
化
を
図
り
ま
す

市のＰＲのため実施している首都圏
との交流事業。今年度も引き続きイ
ーメージアップを図ります



次
に
環
境
問
題
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

上
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
年
度

も
施
設
の
若
返
り
の
た
め
の
老
朽
管
更
新
対

策
事
業
を
行
い
、
よ
り
安
定
し
た
供
給
を
目

指
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
地

域
内
生
活
環
境
の
向
上
、
下
流
域
へ
の
安
定

供
給
を
期
し
施
工
さ
れ
て
お
り
ま
す
平
地
区

区
画
整
理
区
域
内
の
供
給
管
お
よ
び
送
水
管

の
配
管
は
、
本
年
度
も
継
続
施
工
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

簡
易
水
道
事
業
で
は
、
今
年
度
も
水
道
の

導
入
に
フ
ォ
レ
ス
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
総
合
整

備
事
業
、
県
営
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

を
実
施
し
、
西
中
野
俣
・
繁
窪
地
区
、
入
東

谷
地
区
へ
の
給
水
確
保
に
努
め
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。

ガ
ス
事
業
に
お
い
て
は
、
白
ガ
ス
管
布
設

替
工
事
等
に
よ
り
旧
来
の
諸
施
設
の
整
備
を

図
る
と
と
と
も
に
、
保
守
・
点
検
調
査
等
の

保
安
対
策
に
力
を
注
ぎ
、
ガ
ス
の
安
定
供
給

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
新
規
需

要
家
の
開
拓
と
、
安
定
供
給
を
目
指
し
、
平

地
区
区
画
整
理
区
域
内
の
ガ
ス
供
給
管
の
継

続
施
工
を
行
い
、
当
初
の
目
的
実
現
を
図
り

ま
す
。

公
共
下
水
道
事
業
は
、
第
八
次
七
カ
年
計

画
が
終
了
し
、
今
年
度
施
工
す
る
新
栄
町
で

の
公
共
下
水
道
と
北
荷
頃
、
東
谷
地
区
特
定

環
境
下
水
道
事
業
で
面
的

整
備
は
ほ
ぼ
完
了
す
る
予

定
で
す
。
今
後
は
、
計
画

区
域
内
で
施
工
さ
れ
る
道

路
改
良
等
他
工
事
と
あ
わ

せ
て
、
管
路
の
整
備
を
図

っ
て
行
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
平
地

区
区
画
整
理
区
域
内
で
の

新
た
な
管
路
の
布
設
に
つ

い
て
は
、
本
年
度
も
継
続

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

計
画
区
域
外
地
域
に
お
け

る
し
尿
、
生
活
雑
排
水
の

処
理
に
つ
い
て
は
、
本
年

度
も
合
併
処
理
浄
化
槽
の

設
置
に
対
す
る
補
助
制
度
を
継
続
し
、
区
域

外
の
環
境
整
備
を
図
っ
て
ま
い
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。

生
活
ご
み
に
対
す
る
施
策
と
し
て
の
ご
み

処
理
に
つ
い
て
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
は

ほ
ぼ
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
栃
尾
リ
サ
イ
ク

ル
作
戦
、
環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
等
に
よ
る
環

境
推
進
委
員
と
の
連
携
、
協
力
に
よ
り
、
住

民
の
ご
み
に
対
す
る
意
識
は
、
徐
々
に
高
ま

っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
本
年
度
は
、
さ
ら
に

こ
の
気
運
を
高
め
、
ご
み
の
減
量
化
を
目
指

す
た
め
、
生
ご
み
処
理
機
お
よ
び
コ
ン
・
ポ

ス
ト
購
入
に
対
す
る
補
助
制
度
を
創
設
い
た

し
ま
し
た
。
生
ご
み
の
抑
制
、
リ
サ
イ
ク
ル
、

省
資
源
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
か
ら
平
成
十
六
年
度

の
完
成
を
目
指
し
、
文
納
地
区
に
建
設
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
廃
棄
物
最
終
処
分
地
の
建

設
に
、
所
要
経
費
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

「
心
触
れ
合
う
教
育
の
充
実
」
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
す
。

心
触
れ
合
う
教
育
の
充
実
で
は
、
初
等
教

育
の
重
要
性
を
重
視
し
、
創
造
性
豊
か
で
思

い
や
り
の
あ
る
子
ど
も
の
育
成
と
、
時
代
に

適
合
し
た
人
材
育
成
の
た
め
、
教
材
、
教
具
、

施
設
の
整
備
に
意
を
配
し
ま
し
た
。
本
年
度

も
学
校
五
日
制
に
伴
う
ゆ
と
り
教
育
と
と
も

に
、
基
礎
教
育
の
充
実
に
重
点
を
お
き
、
小

心
触
れ
合
う
教
育
の
充
実

学
校
で
は
、
総
合
的
学
習
支
援
事
業
を
実
施

す
る
ほ
か
、
日
中
児
童
交
流
事
業
を
行
い
、

子
供
た
ち
の
国
際
交
流
も
図
っ
て
行
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

中
学
校
で
は
、
今
年
度
か
ら
地
域
と
連
携

し
た
教
育
実
現
に
向
け
、
学
校
評
議
員
制
度

を
実
施
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
域
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
教
育
、
親
、
学
校
、
地
域
の

三
者
一
体
教
育
が
実
現
す
る
も
の
と
期
待
す

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
学
校
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
教
育
に
つ
い
て
は
、
情
報
教

育
ア
シ
ス
タ
ン
ト
事
業
を
実
施
し
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

7
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秋
葉
中
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
。
情

報
教
育
ア
シ
ス
タ
ン
ト
事
業
を
実
施

し
、
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す

地域住民と東谷小学校児童が行った｢クリーン作戦｣。
市は皆さんと協力してごみの減量化を目指します

「
少
子
高
齢
化
対
策
」
に
つ
い
て
申
し
上

げ
ま
す
。

少
子
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
子
育
て
日
本

一
を
目
指
し
、
安
心
し
て
未
来
を
託
す
子
ど

も
を
生
み
、
育
て
ら
れ
る
環
境
作
り
に
全
力

を
つ
く
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
満
四
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の
乳
幼
児

へ
の
医
療
扶
助
、
妊
産
婦
に
対
す
る
医
療
費

助
成
事
業
は
、
今
年
度
も
引
き
続
き
実
施
し

少
子
高
齢
化
対
策

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
ひ
と

り
親
家
庭
に
対
す
る
児
童
扶
養
手
当
の
補
完

と
し
て
の
児
童
育
成
見
舞
金
、
医
療
費
へ
の

単
独
助
成
制
度
も
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

児
童
福
祉
に
お
い
て
は
、
働
く
お
母
さ
ん

方
の
手
助
け
と
し
て
未
満
児
保
育
推
進
事
業
、

子
育
て
支
援
事
業
、
延
長
保
育
推
進
事
業
、

保
育
所
地
域
活
動
推
進
事
業
、
障
害
児
保
育

事
業
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
市
内
保
育
関

係
者
に
よ
り
栃
尾
の
子
育
て
の
素
晴
ら
し
さ

を
発
信
す
る
子
育
て
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
事
業

へ
の
補
助
経
費
も
、
予
算
計
上
い
た
し
ま
し

た
。高

齢
者
福
祉
に
つ
い
て
十
五
年
度
は
、
高

齢
者
の
自
立
生
活
へ
の
支
援
と
し
て
の
寝
具

の
乾
燥
消
毒
や
雪
下
ろ
し
な
ど
の
生
活
支
援

事
業
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
、
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
の
充
実
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
の
利
用
促
進
を
図
り
、

健
康
な
老
人
の
生
き
が
い
対
策
と
し
て
行
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

高
齢
化
の
急
速
な
進
行
に
よ
り
、
高
齢
者

の
施
設
サ
ー
ビ
ス
へ
の
市
民
ニ
ー
ズ
が
増
大

し
て
お
り
ま
す
。
加
え
て
当
市
に
は
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
は
「
い
ず
み
苑
」
し
か
な
く
、

介
護
保
険
制
度
の
浸
透
に
よ
り
介
護
保
健
施

設
の
早
急
な
整
備
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
お

り
ま
す
。
そ
の
た
め
十
五
年
度
は
、
社
会
福

祉
法
人
太
陽
福
祉
会
が
計
画
し
て
お
り
ま
す

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
お
よ
び
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
の
建
設
に
対
し
補
助
を
行
い
、
市
民
の

施
設
サ
ー
ビ
ス
へ
の
要
望
に
答
え
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

「
生
活
環
境
の
整
備
」
に
つ
い
て
申
し
上

げ
ま
す
。

市
民
生
活
を
営
む
に
は
、
都
市
・
地
域
機

能
の
整
備
を
欠
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
整

備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
ま
ち
づ
く
り
の

骨
格
を
な
す
基
幹
道
路
国
道
二
九
〇
号
線
東

バ
イ
パ
ス
工
事
が
、
「
と
ち
お
大
橋
」
の
本

年
度
完
成
に
よ
り
ほ
ぼ
終
了
い
た
し
ま
す
。

今
後
は
、
今
年
度
継
続
さ
れ
ま
す
都
市
計
画

道
路
金
沢
・
平
堤
防
線
、
栃
尾
坂
金
町
線
な

ど
、
市
街
地
か
ら
基
幹
道
路
に
連
結
す
る
道

路
整
備
を
行
っ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

市
道
の
幹
線
道
路
、
地
域
住
民
の
最
も
身

近
な
集
落
内
の
生
活
路
線
や
、
通
学
道
路
に

つ
き
ま
し
て
は
、
道
路
環
境
の
拡
充
に
向
け

た
改
良
舗
装
、
歩
道
等
の
整
備
工
事
な
ど
を

市
の
単
独
事
業
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

次
に
雪
対
策
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

雪
国
に
住
む
住
民
に
と
っ
て
雪
対
策
は
、

日
常
生
活
維
持
の
た
め
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
施
策
で
あ
り
ま
す
。
近
年
は
暖
冬
少
雪
傾

向
に
あ
り
な
が
ら
も
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
な

豪
雪
に
見
舞
わ
れ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
少

雪
で
あ
っ
て
も
、
雪
に
よ
る
住
民
の
日
常
生

活
へ
の
支
障
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
本
年
度
も

生
活
環
境
の
整
備

雪
国
の
都
市
と
し
て
さ
ら
に
雪
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
、
流
雪
溝
の
整
備
と
、
道

路
除
雪
の
一
層
の
充
実
を
期
す
た
め
の
経
費

を
予
算
化
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

雪
国
の
最
大
の
課
題
で
あ
る
屋
根
雪
処
理
に

つ
い
て
は
、
高
齢
化
の
進
行
に
対
応
し
つ
つ
、

今
後
も
克
雪
住
宅
整
備
事
業
補
助
金
等
克
雪

住
宅
へ
の
補
助
制
度
を
継
続
す
る
と
と
も
に

定
住
促
進
の
た
め
、
国
・
県
の
補
助
事
業
を

活
用
し
な
が
ら
、
雪
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
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ボランティア団体と入所者らが楽しいひとときを
過ごした「いずみ苑新年会｣。介護保険など福祉
サービスへの要望に応えます

今
年
度
か
ら
架
け
替
え
工
事
に
着
手

す
る
市
役
所
前
の
新
金
橋
。
住
民
に

最
も
身
近
な
歩
道
な
ど
の
整
備
を
進

め
ま
す



○
「
市
民
対
話
」
の
実
施

○
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ(

非
営
利
団
体)

」
の
設
立
支
援

○
仮
称
「
栃
尾
ま
ち
づ
く
り
会
議
」
の
設
置

○
緊
急
雇
用
対
策

○
栃
尾
繊
維
の
再
生
（
新
潟
県
地
場
産
業
振

興
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
実
現
）

○
合
併
対
策
費

八
八
五

都
市
・
地
域
機
能
の
整
備

・
市
道
改
良
舗
装
工
事

七
、
〇
〇
〇

・
都
市
計
画
街
路
改
良
工
事

（
金
沢･

平
堤
防
線
、
栃
尾
坂･

金
町
線
）

五
億
〇
、
五
〇
〇

・
地
方
道
改
良
工
事

（
赤
谷･

来
伝･

松
尾
線
ほ
か
）

二
億
二
、
九
〇
〇

・
谷
内
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
調
査

一
、
五
〇
〇

◇
住
み
心
地
の
良
いま

ち
づ
く
り

◇
主
な
重
点
施
策

｢

市
民
主
役｣

の
ま
ち
づ
く
り

・
生
活
交
通
確
保
対
策
事
業

（
路
線
バ
ス
運
行
補
助
）

三
、
四
五
八

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
の
整
備

・
流
雪
溝
改
良
整
備

（
栄
町
楡
原
線
ほ
か
）

一
、
二
五
〇

・
除
雪
機
械
整
備
事
業

三
、
〇
〇
〇

ゆ
と
り
あ
る
生
活
環
境
の
整
備

・
道
路
除
雪
委
託
料

一
億
〇
、
〇
〇
〇

・
繁
窪
・
西
中
野
俣
地
区
簡
易
水
道
事
業

（
特
別
会
計
事
業
）

一
億
九
、
七
七
五

・
合
併
浄
化
槽
設
置
補
助
金

六
、
一
五
六

・
克
雪
住
宅
普
及
促
進
事
業
補
助
金

二
、
〇
〇
〇

・
住
宅
産
業
構
造
改
革
等
推
進
事
業
補
助
金

（
雁
木
）

一
五
〇

・
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

（
平
、
北
荷
頃
、
東
谷
地
区
ほ
か
）

五
億
三
、
四
〇
五

安
全
な
く
ら
し
の
確
保

・
最
終
処
分
場
建
設
事
業
（

年
度
ま
で
）

16

◇
快
適
で
安
全
な

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

四
億
五
、
六
五
八

・
生
ご
み
処
理
機
器
購
入
費
助
成
事
業一

六
五

・
ご
み
袋
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
事
業

二
、
五
八
八

・
栃
尾
リ
サ
イ
ク
ル
作
戦

一
、
六
四
〇

農
林
水
産
業
振
興

・
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

（
上
塩
地
区
・

年
度
ま
で
、
入
東
地
区

18

◇
活
力
あ
る産

業
の
ま
ち
づ
く
り

・

年
度
ま
で
）

一
億
四
、
六
二
五

17

・
県
営
担
い
手
育
成
基
盤
整
備
事
業

（
吉
水
地
区
・

年
度
ま
で
、
下
塩
地
区

17

・

年
度
ま
で
）

五
、
一
〇
〇

16

・
県
営
中
山
間
地
域
総
合
農
地
防
災
事
業

（
吉
水
江
改
修
・

年
度
ま
で
）

16

一
、
三
八
〇

・
揮
発
油
税
身
替
農
道
整
備
事
業

（
栃
尾
地
区
農
免
道
路
）

五
、
三
七
五

・
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業

一
億
八
、
一
三
二

・
林
道
道
院
線
整
備
事
業

三
二
四

9
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平
成

年
度
一
般
会
計
予
算

15
主
な
事
業
の
内
容

（
単
位

万
円
）

‥

栃尾繊維産業の再生に向け検討を開始した、新潟県地場
産業振興アクションプラン。このほか経営安定のため、
資金融資を継続するなど産業の振興を支援します

心
の
教
育
に
つ
い
て
は
、
心
の
教
室
相
談

員
活
用
調
査
研
究
事
業
、
不
登
校
児
童
生
徒

適
応
指
導
教
室
設
置
事
業
（
や
ま
び
こ
ル
ー

ム
）
等
実
施
し
、
対
応
し
て
行
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

学
校
五
日
制
に
伴
い
年
々
保
育
需
要
が
高

ま
っ
て
お
り
ま
す
学
童
保
育
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
年
度
よ
り
、
さ
ら
に
施
設
を
一
カ
所

増
設
し
、
東
小
学
校
、
南
小
学
校
の
二
カ
所

で
学
童
保
育
を
行
う
よ
う
予
算
化
い
た
し
ま

し
た
。
ま
た
、
私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補

助
金
は
、
幼
稚
園
就
園
児
童
の
就
園
へ
の
手

助
け
と
な
る
よ
う
本
年
度
も
充
実
を
図
っ
て

行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

生
涯
学
習
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
民
の
生

涯
学
習
の
た
め
の
各
種
講
座
、
市
民
コ
ン
サ

ー
ト
等
文
化
イ
ベ
ン
ト
を
お
こ
な
い
、
市
民

の
皆
様
の
多
様
な
要
望
に
答
え
て
行
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
本
年
度
は
、

乳
幼
児
教
育
の
一
環
と
し
て
ブ
ッ
ク
・
ス
タ

ー
ト
事
業
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
地

域
教
育
力
の
充
実
と
体
験
活
動
に
よ
り
、
子

供
た
ち
に
豊
か
な
心
を
育
ま
せ
る
た
め
、
奉

仕
活
動
・
体
験
活
動
推
進
事
業
を
実
施
し
ま

す
。郷

土
の
歴
史
的
文
化
遺
産
の
保
護
に
つ
き

ま
し
て
は
、
本
年
度
も
市
内
遺
跡
の
発
掘
調

査
を
行
い
、
そ
の
保
護
に
努
め
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
歴
史
探
訪
、

栃
尾
市
の
指
定
文
化
財
パ
ネ
ル
展
示
を
行
い
、

栃
尾
市
の
歴
史
と
文
化
遺
産
の
素
晴
ら
し
さ
、

市
民
共
有
の
歴
史
遺
産
の
価
値
認
識
を
図
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
本
年
度

も
体
育
協
会
を
中
心
に
関
係
団
体
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
競
技
力
向
上
、
各
種
大
会
開
催

に
向
け
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

さ
ら
に
、
文
化･

ス
ポ
ー
ツ
の
面
か
ら
明

る
く
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
市

民
か
ら
新
た
な
活
力
を
得
る
た
め
、
十
五
年

度
予
算
に
お
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
補

助
金
、
全
国
大
会
出
場
者
報
償
費
に
併
設
し
、

芸
術
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
奨
励
金
を
予
算

化
い
た
し
ま
し
た
。
平
成
二
十
一
年
新
潟
国

体
開
催
時
の
剣
道
会
場
と
し
て
、
開
催
市
に

恥
じ
な
い
競
技
力
の
向
上
と
、
他
競
技
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
、
競
技
底
辺
の
拡
大
に
つ
な
が

る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
十
五
年
度
予
算
に
は
、
野
球

関
係
者
の
長
年
の
要
望
で
あ
り
ま
し
た
野
球

場
の
建
設
調
査
委
託
料
を
計
上
い
た
し
ま
し

た
。
関
係
者
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
努

力
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

栃
尾
市
美
術
館
は
、
平
成
七
年
十
一
月
の

開
館
以
来
、
日
本
唯
一
の
ふ
る
さ
と
美
術
館

と
し
て
、
市
民
を
は
じ
め
県
内
外
か
ら
多
数

の
皆
様
の
ご
来
館
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

美
術
館
で
は
、
今
後
も
ふ
る
さ
と
美
術
館
に

ふ
さ
わ
し
い
企
画
展
、
所
蔵
作
品
を
中
心
と

し
た
常
設
展
、
さ
ら
に
美
術
教
育
の
一
環
と

し
て
の
子
供
た
ち
の
作
品
展
示
な
ど
を
行
い
、

市
民
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
る
美
術
館
と
し
て
、

美
術
鑑
賞
機
会
の
充
実
、
創
作
教
育
の
醸
成

じ
ょ
う
せ
い

に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

以
上
、
平
成
十
五
年
度
の
施
策
の
概
要
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
。

平
成
十
五
年
度
の
財
政
状
況
は
、
か
っ
て

な
い
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
今
後
も
不
況
の

進
行
、
国
・
県
の
行
政
改
革
に
よ
る
市
町
村

へ
の
し
わ
寄
せ
な
ど
、
そ
の
厳
し
い
状
況
は

今
後
も
続
い
て
行
く
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

行
財
政
改
革
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
二
年

に
策
定
い
た
し
ま
し
た
行
政
改
革
大
綱
に
基

づ
き
そ
の
推
進
に
努
め
、
さ
ら
に
歳
出
の
見

直
し
に
よ
る
抑
制
と
、
施
策
の
重
点
実
施
、

市
負
担
の
少
な
い
資
金
活
用
お
よ
び
単
独
事

業
の
厳
選
な
ど
、
健
全
財
政
の
維
持
を
図
り
、

明
る
く
活
力
あ
る
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
切
に
お

願
い
申
し
上
げ
、
平
成
十
五
年
度
の
施
政
方

針
と
い
た
し
ま
す
。

8
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昨年、市民3,500人が参加しおりなすで行
った全国夏期巡回ラジオ体操。競技力の向
上や市民の健康増進と維持のため、スポー
ツの振興を図ります

昨年、美術館で開催された｢からくりアー
ト展｣。子供たちの作品展示などを行い、
市民に親しまれる美術館を目指します



・
身
体
障
害
者
施
設
支
援
費

二
、
七
二
〇

・
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
費

二
、
五
一
〇

・
敬
老
会
実
施
委
託
料

一
、
三
四
四

・
老
人
ク
ラ
ブ
助
成
事
業
補
助
金

四
一
五

・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
補
助
金

一
、
五
〇
〇

・
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成
金

一
五
一

・
私
立
保
育
所
入
所
委
託
料三

億
六
、
一
三
〇

・
未
満
児
保
育
推
進
委
託
料

二
、
二
六
八

・
延
長
保
育
推
進
委
託
料

二
、
〇
七
七

・
へ
き
地
保
育
所
管
理
委
託
料

三
、
七
四
〇

・
私
立
保
育
所
運
営
費
補
助
金

三
〇
〇

学
校
教
育
の
整
備
充
実

・
総
合
的
学
習
支
援
事
業

五
二
七

・
学
童
保
育
事
業

七
三
三

・
栃
尾
や
ま
び
こ
ル
ー
ム
事
業

四
〇
二

・
奨
学
金
貸
付
事
業

二
、
三
二
一

◇
心
豊
か
な
ひ
と
を

育
む
ま
ち
づ
く
り

生
涯
学
習
の
推
進

・
奉
仕
活
動
・
体
験
活
動
推
進
事
業

五
七

・
市
民
コ
ン
サ
ー
ト

五
五
七

・
パ
ソ
コ
ン
講
座
等
開
催

四
二
二

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
と
振
興

・
野
球
場
建
設
調
査
委
託
料

一
〇
〇

・
全
国
大
会
出
場
者
激
励
金

四
〇

・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
補
助
金

一
〇
〇

芸
術
文
化
の
振
興

・
芸
術
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
奨
励
金

五
〇
〇

・
美
術
館
企
画
展
事
業

一
、
六
三
二

11
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企業会計予算
水道事業

４億２,７９３.４万円収益的収入
３億７,９８８.０万円収益的支出
１億８,１５６.３万円資本的収入
３億６,６９５.７万円資本的支出

ガス事業
６億３,５８１.８万円収益的収入
５億９,５００.１万円収益的支出

５,０２５.３万円資本的収入
１億２,１０３.２万円資本的支出

特 別 会 計 予 算
７４億６,５７２.５万円

１７億１,１９１.６万円・国民健康保険
２６億５,５１４.５万円・老人保健医療
１２億０,８５３.０万円・下 水 道
２億２,７３４.９万円・簡 易 水 道

１２０.３万円・工業団地造成
７,９０４.０万円・農業集落排水

１５億５,８０９.９万円・介 護 保 険
２,４４４.３万円・介 護 支 援

青
年
会
議
所
が
主
催
し
、
小
・
中
学

生
百
八
十
人
が
参
加
し
た
野
球
教
室
。

野
球
関
係
者
の
長
年
の
要
望
だ
っ
た

野
球
場
建
設
の
調
査
を
行
い
ま
す

白
山
保
育
所
で
行
っ
た
七
夕
ま
つ
り
。
働
き

な
が
ら
子
育
て
す
る
人
へ
の
支
援
事
業
と
し

て
、
未
満
児
保
育
や
延
長
保
育
な
ど
を
継
続

し
、
児
童
福
祉
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

今
年
度
は
子
育
て
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

し
、
栃
尾
の
子
育
て
の
素
晴
ら
し
さ
を
発
表

し
ま
す

工
業
振
興

・
不
況
対
策
緊
急
資
金
貸
付
事
業

七
億
〇
、
〇
〇
〇

・
産
地
振
興
援
助
事
業
助
成
金

一
、
二
五
〇

・
中
小
企
業
振
興
資
金
貸
付
事
業

一
億
〇
、
〇
〇
〇

・
小
企
業
経
営
改
善
資
金
貸
付
事
業

一
、
〇
〇
〇

・
新
規
創
業
支
援
資
金
貸
付
事
業二

、
五
〇
〇

・
産
業
育
成
資
金
貸
付
事
業

六
、
〇
〇
〇

・
不
況
対
策
特
別
資
金
貸
付
事
業

二
億
一
、
八
〇
〇

・
ふ
る
さ
と
就
職
支
度
金
貸
付
事
業

三
〇
〇

商
業
振
興

・
共
通
商
品
券
発
行
事
業
補
助
金一

、
〇
〇
〇

・
商
工
振
興
事
業
補
助
金

八
五
〇

観
光
振
興

・
観
光
案
内
標
識
整
備
事
業

五
八
五

雇
用
対
策

・
緊
急
地
域
雇
用
創
出
特
別
基
金
事
業

（
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
事
業
ほ
か
）

一
、
一
三
二

社
会
福
祉
の
充
実

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設
費
補
助
金

九
、
七
七
八

・
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

二
億
三
、
五
三
四

・
介
護
支
援
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

一
、
〇
四
六

・
老
人
医
療
特
別
会
計
繰
出
金

一
億
七
、
一
三
九

・
人
権
啓
発
活
動
地
方
委
託
事
業

一
二
〇

・
寝
具
洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス
事
業

五
四

・
雪
下
ろ
し
支
援
事
業

一
六
八

◇
人
に
や
さ
し
い

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

・
寝
た
き
り
老
人
お
む
つ
給
付

六
三
〇

・
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

三
六
四

・
単
身
老
人
用
緊
急
通
報
装
置
設
置

一
六
一

・
介
護
手
当
の
支
給

四
七
〇

・
児
童
育
成
見
舞
金

五
八
三

・
乳
幼
児
医
療
費
助
成
事
業

（
四
歳
児
か
ら
就
学
前
ま
で
に
拡
大
）

三
、
四
五
〇

・
妊
産
婦
医
療
費
扶
助

二
五
二

・
基
本
健
康
診
査
等
委
託
料

五
、
二
二
三

・
予
防
接
種
委
託
料

一
、
五
五
三

・
老
人
ホ
ー
ム
等
施
設
入
所
措
置
委
託
料

六
、
二
四
四

・
知
的
障
害
者
施
設
支
援
費一

億
九
、
三
六
四

・
特
別
障
害
者
手
当
等
扶
助
費

三
、
三
六
〇

10
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毎
年
市
内
各
地
を
巡
回
し
実
施
し
て
い
る

｢

基
本
健
康
診
査｣

。
各
種
健
診
と
保
健
指

導
を
充
実
し
、
病
気
の
早
期
発
見
と
予
防

で
市
民
の
健
康
づ
く
り
を
進
め
ま
す

老人クラブ連合会が主催した「体育大会｣。
市内各地域の老人クラブやシルバー人材セ
ンターの充実を図るため支援します
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（
２
／

）

（
３
／
１
）

栃
尾
南
小
学
校

・
栃
尾
東
小
学
校

21

を
お
祝
い

二
分
の
一
成
人

栃
尾
南
小
学
校
で
授
業
参
観

に
合
わ
せ
、
十
歳
を
迎
え
た
四

年
生
五
十
二
人
が
「
二
分
の
一

成
人
の
主
張
発
表
会
」
を
開
催
。

こ
れ
は
、
総
合
学
習
で
川
と

環
境
に
つ
い
て
班
ご
と
に
調
査

・
研
究
し
た
成
果
を
発
表
し
た

も
の
で
、
栃
尾
ク
リ
ー
ン
大
作

戦
、
温
暖
化
ス
ト
ッ
プ
、
生
き

物
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ
、
リ
サ
イ

ク
ル
で
き
な
い
も
の
を
処
理
す

る
「
土
に
か
え
る
ん
」
の
開
発

な
ど
、
川
と
環
境
に
寄
せ
る
思

い
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
し
た
。

栃
尾
東
小
学
校
で
も
十
歳
を

祝
う
「
二
分
の
一
成
人
式
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
四
年
生
六
十
二
人
が
、

一
人
ひ
と
り
将
来
の
夢
を
発
表
。

来
賓
と
し
て
出
席
し
た
馬
場
市

長
は
、
「
今
話
し
た
夢
や
決
意

を
、
二
十
歳
の
成
人
式
の
時
に

全
員
が
か
な
え
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
努
力
し
て
く
だ
さ
い
」
と

お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

最
後
に
児
童
は
、
両
親
ら
に

感
謝
の
気
持
ち
込
め
て
歌
を
歌

っ
た
り
、
花
と
手
紙
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
た
り
し
ま
し
た
。

第
十
三
回
の
定
期
コ
ン
サ
ー
ト
が
、
ほ
ぼ
満

員
の
フ
ァ
ン
を
集
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

懐
か
し
い
映
画
音
楽
、
思
わ
ず
踊
り
出
し
た

く
な
る
ジ
ャ
ズ
や
ラ
テ
ン
の
軽
快
な
リ
ズ
ム
、

そ
し
て
見
事
な
ソ
ロ
演
奏
を
次
々
に
披
露
。
さ

ら
に
、
爆
笑
を
誘
う
ト
ー
ク
が
加
わ
り
、
会
場

は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

北
銀
ま
ご
こ
ろ
の
会

（
堀
井
一
明
代
表
）
は
、

精
神
障
害
者
通
所
作
業
訓

練
施
設
「
栃
の
木
の
家
」

へ
パ
ソ
コ
ン
を
一
台
寄
付

し
ま
し
た
。
役
員
と
職
員

の
有
志
が
毎
月
善
意
の
資

金
を
拠
出
し
、
地
域
福
祉

な
ど
へ
の
寄
付
・
支
援
を

行
っ
て
い
る
同
会
で
は
、

「
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て

れ
ば
幸
い
で
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

パ
ソ
コ
ン
を
寄
贈
す
る
山

本
茂
雄
栃
尾
支
店
長
と
渋

谷
春
夫
所
長

栃尾ウインドアンサンブル
３／22（市民会館）定期コンサート

調和のとれた演奏がファンを
魅了したコンサート

北
銀
ま
ご
こ
ろ
の
会
が

３
／

栃
の
木
の
家
へ
パ
ソ
コ
ン
寄
贈

13

子
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
杜
」
が
公

演
さ
れ
、
観
客
は
大
き
な
拍
手
や
手
拍

子
を
贈
り
な
が
ら
出
演
者
と
一
緒
に
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
学
校
週
五
日
制
に
伴
っ
て

公
民
館
が
「
い
き
い
き
ウ
イ
ー
ク
エ
ン

ド
夢
事
業
」
の
一
つ
と
し
て
三
カ
年
計

画
で
行
っ
た
も
の
で
す
。
夏
休
み
か
ら

練
習
を
始
め
た
小
学
三
年
生
か
ら
中
学

二
年
生
ま
で
の
二
十
人
の
子
供
た
ち
は
、

「
自
分
た
ち
な
り
に
最
後
ま
で
演
じ
る
こ

と
が
で
き
た
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

練習の成果を発揮し、熱演する
出演者

（
市
民
会
館
）

子
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
杜
」

３
／
16

子
供
た
ち
が
い
き
い
き
と
公
演

楽しく歌を歌う子供たち

感
謝
の
手
紙
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

さ
れ
喜
ぶ
家
族
（
東
小
）

保護者も熱心に耳を傾けた発表会。手作
りフルーチェなどで祝いました（南小）

老後を明るく活力のあるものにするため

老人クラブに入会しませんか？
対 象：おおむね60歳以上の人 申込み：各地区の老人クラブ会長

問合せ：栃尾市老人クラブ連合会 52 0022-
12
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希
望
を
胸
に

巣
立
ち
の
季
節

学
校
、
中
学
校
、
栃
尾
高
校
で
卒
業
証
書
授
与
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

別
れ
を
惜
し
む
名
残
雪
が
舞
う
三
月
四
日
、
栃
尾
高
校

の
第
五
十
五
回
卒
業
式
で
は
総
合
学
科
四
期
目
の
卒
業
生

二
百
十
九
人
が
、
希
望
を
胸
に
学
舎
を
巣
立
っ
て
い
き
ま

ま
な
び
や

し
た
。

中
学
校
の
第
十
四
回
卒
業
式
は
三
月
四
日
に
行
わ
れ
、

二
百
七
十
人
（
刈
中
百
五
十
八
人
・
秋
中
百
十
二
人
）
が

晴
れ
や
か
に
卒
業
証
書
を
手
に
し
、
高
校
や
社
会
へ
と
旅

立
ち
ま
し
た
。

ま
た
、
小
学
校
で
も
二
百
十
七
人
が
三
月
二
十
五
日
に

卒
業
式
を
迎
え
ま
し
た
。
上
塩
小
学
校
で
は
、
六
年
間
の

思
い
出
と
中
学
校
へ
の
大
き
な
期
待
を
胸
に
、
二
十
一
人

の
卒
業
生
が
元
気
に
巣
立
ち
ま
し
た
。

早春の奇祭

ほだれ祭下来伝の

樹
齢
八
百
年
と
も
い
わ
れ
る
御
神
木
に

二
百
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
大
し
め
縄
の
奉
納

で
ス
タ
ー
ト
。
今
年
の
初
嫁
厄
払
い
は
、

上
樫
出
出
身
の
小
林
あ
ゆ
み
（
旧
姓
中

村
）
さ
ん
の
ほ
か
、
長
岡
市
と
見
附
市

か
ら
も
訪
れ
、
九
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

九
人
は
、
五
穀
豊
穣
祈
願
な
ど
の
神

事
を
受
け
た
あ
と
、
御
神
酒
鏡
開
き
、

地
元
の
子
供
た
ち
に
よ
る
「
ほ
だ
れ
太

鼓
」
と
続
き
、
御
神
体
の
御
移
降
で
祭

り
は
最
高
潮
。
御
神
体
み
こ
し
に
は
初

嫁
や
外
国
人
女
性
が
交
代
で
乗
り
、
カ

メ
ラ
マ
ン
に
ポ
ー
ズ
を
と
る
と
、
集
ま

っ
た
大
勢
の
カ
メ
ラ
マ
ン
は
、
神
聖
な

中
に
も
ほ
ほ
え
ま
し
い
こ
の
祭
り
に
し

き
り
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
て
い
ま
し

た
。

ま
く
初
嫁
た
ち

花
の
ア
ー
チ
で
門
出
を
祝
福
（
刈
谷
田
中
学
校
）

卒業証書授与（栃尾高校）

三
月
九
日
、
越
後
の
春
の
奇
祭
と
し

て
有
名
な
下
来
伝
の
「
ほ
だ
れ
祭
」
が
、

市
内
外
か
ら
大
勢
の
観
客
を
迎
え
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

ん
に
、
馬
場
市
長
か
ら
お
祝
い
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

諸
橋
さ
ん
は
、
「
好
き
嫌
い
な
く
な
ん
で
も
食
べ
、
特
に

納
豆
が
好
物
。
来
年
は
妻
が
白
寿
を
迎
え
る
の
で
、
二
人
そ

ろ
っ
て
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
過
ご
し
て
行
き
た
い
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

希望を胸に旅立つ生徒（秋葉中学校）

さ
ん(

半
蔵
金)

に

諸
橋
久
太
郎

市
長
が

の
お
祝
い

白
寿

卒業記念に（上塩小学校）

アトレとど
展示コーナー ◆花と遊ぼう(彩の会) ４／19(土)～５／５(祝)



議
員
の
調
査
研
究
に
役
立
て
る
た

め
の
市
議
会
政
務
調
査
費
を
、
二
万

主
な
審
議
結
果

栃
尾
市
議
会
政
務
調
査
費

を
改
正

円
か
ら
七
万
円
に
改
正
し
ま
し
た
。

消
防
団
長
の
年
額
報
酬
八
万
一
千

円
を
六
千
円
引
き
上
げ
て
八
万
七
千

円
と
す
る
な
ど
、
消
防
団
員
の
報
酬

消
防
団
員
の
報
酬
な
ど
を

改
正

お
よ
び
費
用
弁
償
を
改
正
し
ま
し
た
。

三
年
を
一
期
と
す
る
介
護
保
険
料

の
見
直
し
に
伴
い
、
平
成
十
五
年
度

か
ら
平
成
十
七
年
度
ま
で
の
三
カ
年

の
保
険
料
を
改
正
し
ま
し
た
。

引
き
上
げ
幅
は
、
基
金
を
取
り
崩

し
て
抑
制
し
、
第
三
段
階
の
基
準
額

で
十
一
パ
ー
セ
ン
ト
（
現
行
三
万
三

千
百
円
を
三
万
六
千
七
百
円
に
改

正
）
の
増
加
と
な
り
ま
す
。

※
詳
細
は
、
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
配

付
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
は
、
平
成
十
四
年
八
月
か
ら

運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
本
年
八
月

二
十
五
日
か
ら
、
申
請
に
よ
り
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
一
枚
五
百
円
で

交
付
し
ま
す
。

こ
の
カ
ー
ド
は
、
本
人
確
認
情
報

が
記
録
さ
れ
た
カ
ー
ド
で
、
住
民
票

の
広
域
交
付
、
転
入
転
出
の
特
例
お

よ
び
本
人
確
認
の
業
務
に
利
用
さ
れ

ま
す
。

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を

申
請
者
に
有
料
で
交
付

介
護
保
険
料
を
改
正

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
日

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

昭
和
四
十
六
年
四
月
に
設
置
さ
れ

た
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
は
、
多
く
の

勤
労
者
の
憩
い
の
場
と
し
て
、
ま
た

社
会
人
と
し
て
の
教
養
を
身
に
つ
け

る
場
と
し
て
役
割
を
果
た
し
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
昭
和
五
十
三
年
を

ピ
ー
ク
に
利
用
者
が
減
り
続
け
、
平

成
十
四
年
度
の
利
用
者
は
ピ
ー
ク
時

の
一
割
以
下
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
憩
い
の
場
と
し
て
利
用
す
る

人
は
な
く
、
教
養
講
座
は
公
民
館
の

講
座
と
し
て
存
続
で
き
る
た
め
、
三

月
三
十
一
日
を
も
っ
て
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
を
廃
止
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
、
特
別
会
計
（
老
人
保

健
医
療
、
簡
易
水
道
事
業
）
、
企
業

会
計
（
上
水
道
事
業
、
ガ
ス
事
業
）

の
予
算
を
補
正
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
一
般
会
計
の
総
額

は
、
百
三
十
二
億
五
千
二
百
四
十
七

万
九
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
を

三
月
末
日
で
廃
止

平
成
十
四
年
度
一
般
会
計

な
ど
の
予
算
補
正

藤
　
信
夫
さ
ん
（
金
沢
）
、
林
義

信
さ
ん
（
原
町
）
の
公
平
委
員
の
選

任
に
同
意
し
ま
し
た
。

継
続
審
査
と
な
っ
た
も
の

▽
有
事
法
制
の
制
定
に
反
対
し
、
憲

法
九
条
擁
護
を
政
府
に
求
め
る
請

願
（
栃
尾
民
主
商
工
会
会
長
諸
橋

修
）

▽
「
西
尾
私
案
」
に
反
対
し
自
治
権

確
立
と
自
治
体
財
政
の
充
実
を
求

め
る
陳
情
（
栃
尾
市
職
員
労
働
組

合
執
行
委
員
長
矢
澤
洋
一
）

▽
栃
尾
市
比
礼

東
日
本
肥
料
　

会
社
に
よ
る
公
害
問
題
に
対
し
て
、

環
境
保
全
協
定
書
に
基
づ
き
速
や

か
に
対
処
す
る
こ
と
を
求
め
る
陳

情
（
悪
臭
被
害
の
会
代
表
渡
辺
乙

彦
）

◎
平
成
十
五
年
度
の
一
般
会
計
を
は

じ
め
特
別
会
計
な
ど
の
各
会
計
予

算
に
つ
い
て
は
二
ペ
ー
ジ
〜
十
一

ペ
ー
ジ
、
栃
尾
市
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
十
八
ペ
ー
ジ

〜
十
九
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

公
平
員
の
選
任

請
願
・
陳
情

15
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平
成
十
五
年
第
二
回
市
議
会
定
例
会
が
、
三
月
五
日
か
ら
十
八
日
ま

で
の
十
四
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

栃
尾
市
議
会
政
務
調
査
費
の
交
付
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
、
栃

尾
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
交
付
す

る
た
め
の
栃
尾
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
、
栃
尾
市
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
設
置
条
例
、
栃
尾
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
設
置
管
理
条
例
の
廃

止
、
平
成
十
四
年
度
の
各
会
計
補
正
予
算
お
よ
び
新
年
度
の
各
会
計
予

算
な
ど
、
三
十
五
議
案
が
審
議
さ
れ
、
全
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
意
案
で
は
公
平
委
員
の
選
任
に
同
意
し
、
請
願
・
陳
情
三

件
は
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

市議会の動き
平成１５年第２回

３月定例会

一般質問を傍聴する荷頃小５・６年生

県立近代美術館

展三代藍堂宮田宏平
と き：４月26日(土)～６月15日(日)９時～17時、月曜休館

観覧料：一般800円ほか(小・中学生は休日など無料) 問合せ： 28 4111- 14
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=
東
洋
一
の
雪
庇
を
満
喫

せ

っ

ぴ

守
門
岳
大
雪
庇
ツ
ア
ー

理
運
営
組
合
は
、
守
門
岳
の
東

洋
一
の
雪
庇
を
楽
し
ん
で
も
ら

お
う
と
、
六
年
目
の
今
年
も
三

月
か
ら
四
月
に
か
け
て
日
帰
り

一
回
、
一
泊
二
日
二
回
、
計
三

回
の
守
門
岳
大
雪
庇
ツ
ア
ー
を

実
施
し
ま
し
た
。

三
月
二
十
三
日
に
行
わ
れ
た

日
帰
り
ツ
ア
ー
は
、
参
加
者
と

ス
タ
ッ
フ
二
十
四
人
が
早
朝
二

分
か
ら
山
頂
を
目
指
し
て
出
発
。

冬
山
で
は
珍
し
く
雲
一
つ
な
い

青
空
に
包
ま
れ
た
大
岳
山
頂
に

登
頂
。
袴
岳
か
ら
守
門
大
岳
、

中
ツ
又
岳
に
連
な
る
大
雪
庇
や

眼
下
に
広
が
る
越
後
平
野
の
雄

大
な
景
観
を
満
喫
し
ま
し
た
。

帰
り
は
ス
キ
ー
ヤ
ー
や
ス
ノ

ー
ボ
ー
ダ
ー
た
ち
が
、
冬
の
終

わ
り
を
惜
し
む
か
の
よ
う
に
、

純
白
の
雪
原
を
気
持
ち
よ
さ
そ

う
に
滑
り
降
り
て
行
き
ま
し
た
。

ツ
ア
ー
は
来
年
も
実
施
さ
れ

ま
す
。
ぜ
ひ
、
参
加
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

栃
尾
市
建
設
協
会
か
ら
二
月
十
二
日
、
図
書

購
入
費
と
し
て
二
十
万
円
、
緑
化
推
進
費
と
し

て
五
万
円
を
市
に
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
田
秀
春
会
長
は
、
「
子
供
た
ち
も
読
む
こ

と
が
で
き
る
楽
し
い
本
の
整
備
や
、
市
民
の
憩

い
の
場
と
し
て
緑
化
の
推
進
に
役
立
て
て
も
ら

い
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

栃
尾
警
察
署
、
消
防
署
、
山
岳
遭
難

対
策
協
議
会
救
助
隊
ら
六
十
三
人
が
参

加
し
て
、
冬
山
遭
難
者
救
出
救
助
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
春
山
ス
キ
ー
登
山
中
の
三
人
パ
ー

テ
ィ
の
内
、
一
人
が
道
院
付
近
で
行
方

不
明
に
な
り
、
ほ
か
の
二
人
が
フ
ァ
ミ

リ
ー
ス
キ
ー
場
に
助
け
を
求
め
て
き

た
」
と
い
う
想
定
で
、
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ

ル
隊
と
徒
歩
隊
に
分
か
れ
救
助
と
搬
送

の
訓
練
を
実
施
し
た
ほ
か
、
ザ
イ
ル
な

ど
の
扱
い
方
の
講
習
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

救助技術を熱心に学ぶ参加者

ス
キ
ー
場
利
用
者
に
感
謝
し
、
毎
年
開
催
し
て
い
る
「
あ

り
が
と
う
祭
」
が
今
年
も
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
場
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
当
日
は

小
雪
の
舞
う
天
候

に
も
か
か
わ
ら
ず

大
勢
の
人
が
訪
れ
、

沖
縄
か
ら
来
た
家

族
連
れ
た
ち
は
、

も
ち
つ
き
や
ビ
ン

ゴ
大
会
、
親
子
そ

り
レ
ー
ス
な
ど
を

楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

栃尾市建設協会

図書購入費・緑化推進費を寄付

募金の目録を馬場市長に
渡す本田会長

道
院
高
原
で

３
／

冬
山
遭
難
者
救
出
救
助
訓
練

23

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
場
（
栃
堀
）

３
／
８

あ
り
が
と
う
祭
２
０
０
３

つきたてのもちを楽しみに待つ家族

きびきびと行われた搬送訓練

を
い
や
し
て
く
れ
た
大
岳
山
頂

雪の中を一歩一歩登る参加者たち

県立長岡明徳高校

社会人向け講座
コンピュータ入門、英会話基礎、古文書解読の３コースを４月から開講します。

申込期限：４月18日(金)まで 受講料など詳細は、長岡明徳高校 33 5821-



<

協
議
結
果>

長
岡
市
内
と
す
る
。

上
の
表
（
「
各
種
事
務
事
業
の
取

扱
い
」
に
つ
い
て
の
調
整
方
針
案
）

の
十
四
項
目
に
つ
い
て
事
務
局
か
ら

説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。
今
回
の
調
整
方
針
案

で
決
定
す
る
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ら

の
案
に
つ
い
て
委
員
の
皆
さ
ん
か
ら

意
見
を
い
た
だ
き
、
制
度
全
体
や
財

政
試
算
な
ど
も
考
慮
し
な
が
ら
、
再

度
分
科
会
で
議
論
を
深
め
、
さ
ら
に

協
議
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

●
協
議
会
委
員
お
よ
び
幹
事
の
変
更

に
つ
い
て

山
本
俊
一
見
附
市
助
役
の
就
任

に
伴
い
、
見
附
市
の
協
議
会
委
員

と
幹
事
を
変
更
し
た
も
の
。

●
先
進
地
視
察
に
つ
い
て

二
月
二
十
六
日
、
協
議
会
委
員

二
十
六
人
の
参
加
で
、
前
橋
広
域

市
町
村
任
意
合
併
協
議
会
を
視
察
。

●
第
一
回
新
市
将
来
構
想
策
定
小
委

員
会
の
報
告

委
員
長
、
副
委
員
長
の
選
任

委
員
長

豊
口

協
（
長
岡
造
形

各
種
事
務
事
業
の取

り
扱
い

報

告

事

項

大
学
理
事
長
・
学
長
）

副
委
員
長

二
澤
和
夫
（
長
岡
市

助
役
）

住
民
参
画
の
手
法
は
次
の
四
つ
の
方

法
に
よ
る

・
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
（
事
前
調
査
）

対
象
二
四
〇
人

・
地
域
ア
ン
ケ
ー
ト
（
本
調
査
）

対
象
七
、
〇
〇
〇
人

・
有
識
者
ヒ
ア
リ
ン
グ･

ア
ン
ケ
ー
ト

・
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

※
長
岡
地
域
任
意
合
併
協
議
会
だ
よ

り
（
第
三
号
）
が
広
報
と
い
っ
し

ょ
に
配
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
あ
わ

せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
協

議
会
の
会
議
録
を
市
民
ホ
ー
ル
と

図
書
室
で
、
閲
覧
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

第
４
回
任
意
合
併
協
議
会
を

傍
聴
し
ま
せ
ん
か
？

ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

希
望
者
は
、
午
前
９
時

分
か
ら

30

受
け
付
け
ま
す
の
で
、
直
接
会
場

に
お
い
で
く
だ
さ
い(

先
着

人)

。

50

４
月

日

と

き

11

（金）午
前

時
〜

10

長
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

と
こ
ろ

17
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「各種事務事業の取扱い」についての調整方針案
項目名 調整方針案 提案された調整方針案との比較

合併後にほぼ平均的保険 平均の保険料水準に合わせた場合、今までより高くな１ 国民健康保険料(税)
料額の水準に統一する ります

当面は現行どおり。平成21年度からは、長岡市などの経過措置後に、一元化の
施設利用を含めた全体のサービス量により、見直され２ 介護保険料 方向で調整する
ます

現行どおり、合併後も存 栃尾郷病院への支援は、合併後も必要に応じ存続しま３ 病院・診療所
続する す

タクシー利用券の交付枚数が増えます４ 福祉タクシー 合併時に、長岡市の制度
に統一する
合併時に、小国町の制度 対象者の所得制限がなくなります。入院時食事療養費５ 乳幼児の医療費助成
に統一する については、今後さらに検討が必要です
経過措置後に、一元化の ８市町村の平均に統一すると、ほぼ同額となる見込み６ 保育料(認可保育所
方向で調整する です保育料)
合併後に、長岡市の制度 収集方法は現行とほぼ同じ。指定ごみ袋の料金は、長７ ごみの収集
に統一する 岡市の料金に統一される予定です

融資限度額、返済期間が有利になります。信用保証料中小企業振興資金貸 合併時に、長岡市の制度

の補給については、今後さらに検討が必要です８ 付金(普通貸付) に統一することとし、融
資条件を調整する
合併時に、新制度に再編 長岡市の制度に中山間地などの地域特性が加わると、９ 土地改良事業補助金
する 現行とほぼ同等になります(市町村単独事業)
現行どおり、合併後も存 赤字路線バスに県、市の補助金を交付してバス路線を10 生活路線バス
続する 確保していますが、今までどおり運行されます

今までどおりの除雪が確保されます11 雪対策(道路除雪) 現行どおり、合併後も存
続する

現行の水準が確保されます12 遠距離通学児童・生 合併後も、当分の間現行
どおりとする徒の通学費助成

現行の水準が確保されます13 就学援助・奨励費補 合併時に、長岡市の制度
に統一する助事業
合併後に統一する 団員の報酬、手当などが良くなります14 消防団

※１ 調整方針案は、分科会が現段階で妥当と考えているものです。
２ 提案された調整方針案との比較は、栃尾市の現行制度との比較をまとめたものです。

市町村合併に関する問合せ　　 企画財政課広域行政係　152ｰ2151 内線336

新
設
合
併
、
編
入
合
併
に
関
し
て

多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

<

意

見>

（
新
設
合
併
）

・
長
岡
市
の
制
度
の
良
い
と
こ
ろ
を

生
か
し
な
が
ら
の
新
設
。

・
市
町
村
の
規
模
の
大
小
に
関
係
な

く
、
住
民
の
意
思
を
尊
重
す
る
な

ら
新
設
。

・
合
併
の
日
が
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
い
る
な
ら
新

設
。
ま
た
、
市
が
二
つ
以
上
含
ま

合
併
に
関
す
る

基
本
的
な
事
項

　
合
併
の
方
式
に
つ
い
て

れ
て
、
人
口
二
十
万
人
以
上
の
新

市
を
目
指
す
場
合
、
全
国
的
に
見

て
新
設
が
多
い
。

・
新
設
は
期
限
に
間
に
合
わ
な
い
と

し
て
い
る
が
、
条
例
な
ど
改
め
て

作
成
す
る
際
に
、
長
岡
市
の
条
例

を
優
先
し
て
採
用
す
れ
ば
早
い
。

（
編
入
合
併
）

・
期
限
内
の
合
併
、
合
併
特
例
を
考

え
る
と
編
入
。

・
受
け
入
れ
て
く
れ
る
長
岡
市
は
、

規
模
が
大
き
く
、
制
度
も
充
実
し

て
い
る
こ
と
か
ら
必
然
的
に
編
入
。

・
編
入
に
精
神
的
反
発
が
見
受
け
ら

れ
る
が
、
平
等
の
気
持
ち
で
協
議

会
に
臨
ん
で
い
る
。
残
さ
れ
た
時

間
で
良
い
ま
ち
を
つ
く
る
方
法
は

何
で
あ
る
か
考
え
て
ほ
し
い
。

・
編
入
で
あ
っ
て
も
対
等
の
立
場
で

の
議
論
が
必
要
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
歴
史
や
文
化
な
ど
の
特
色
を

い
か
に
生
か
し
て
い
く
か
が
大
切
。

（
そ
の
他
）

・
新
し
い
時
代
に
即
応
し
た
自
治
体

を
創
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
合
併

協
議
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
新
市
将

来
構
想
、
検
討
事
項
の
す
り
あ
わ

せ
を
行
っ
て
い
っ
た
段
階
で
再
度

議
論
。

・
急
激
な
変
革
を
望
ま
な
い
。
地
域

自
治
、
自
主
運
営
を
行
え
る
よ
う

な
体
制
を
残
し
つ
つ
、
緩
や
か
な

合
併
と
い
う
の
も
一
つ
の
選
択
肢

で
あ
る
。

・
合
併
後
の
新
市
の
姿
が
見
え
て
こ

な
い
と
議
論
は
難
し
い
。

（
栃
尾
市
の
提
案
）

八
市
町
村
が
、
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の

自
治
体
と
し
て
存
続
し
て
き
た
こ
と

を
尊
重
し
、
対
等
の
立
場
で
合
併
議

論
を
行
い
、
各
地
域
の
特
色
を
生
か

し
た
新
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
新

設
合
併
を
提
案
し
ま
し
た
。

<

協
議
結
果>

「
将
来
構
想
や
地
域
自
治
の
検
討

を
し
な
が
ら
、
継
続
し
て
議
論
し
て

い
く
」
と
い
う
結
果
に
な
り
、
新
た

に
地
域
自
治
の
あ
り
方
を
研
究
し
、

そ
の
成
果
を
次
回
以
降
の
協
議
会
で

報
告
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

<

意

見>

・
特
例
措
置
を
受
け
る
に
は
、
平
成

十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
合

併
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
期
限
ま
で
に
多
少
間
に
合
わ
な
く

て
も
特
例
を
認
め
る
と
い
う
例
外

的
措
置
は
、
現
在
、
国
で
検
討
中

の
も
の
で
内
容
は
未
定
。

期
限
の
延
長
は
な
い
も
の
と
考
え

る
。
（
県
合
併
支
援
課
長
）

<

協
議
結
果>

平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

を
目
処
と
す
る
。

　
合
併
の
期
日
に
つ
い
て

<

意

見>

・
長
岡
市
以
外
に
会
社
の
支
店
が
あ

っ
て
も
「
長
岡
支
店
」
と
い
う
こ

と
な
ど
か
ら
、
こ
の
地
域
は
「
長

岡
市
」
。

・
知
名
度
、
イ
メ
ー
ジ
的
に
良
い
の

で
「
長
岡
市
」

・
長
岡
も
旧
古
志
郡
だ
っ
た
の
で

「
古
志
長
岡
市
」

・
「
中
越
市
」

・
「
越
路
」
は
、
新
潟
県
を
総
称
す

る
名
前
で
も
あ
る
。

・
自
分
の
と
こ
ろ
の
名
前
が
良
い
と

思
う
人
が
多
い
。
地
域
の
人
た
ち

と
の
意
志
疎
通
を
図
り
な
が
ら
、

常
識
的
な
判
断
を
望
む
。

<

協
議
結
果>

愛
着
あ
る
名
前
を
ど
の
よ
う
に
生

か
し
て
い
く
か
も
含
め
、
継
続
し
て

議
論
し
て
い
く
。

<

意

見>

・
長
岡
市
に
中
心
を
置
く
の
が
良
い
。

・
合
併
後
の
新
市
の
交
通
体
系
や
機

能
、
便
利
さ
な
ど
を
考
え
る
と
お

の
ず
と
長
岡
市
に
な
る
。

・
長
岡
市
が
良
い
。
新
庁
舎
を
造
る

と
き
に
は
東
バ
イ
パ
ス
沿
い
に
。

　
新
市
の
名
称
に
つ
い
て

　
新
市
の
事
務
所
の
位
置
に
つ
い
て

16
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考
え
て
み
よ
う

市
町
村
合
併

そ
の
18

合
併
の
方
式(

新
設
ま
た
は
編
入)

や

新
市
の
名
称
な
ど
を
協
議

三
月
十
三
日
に
、
長
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
第
三
回
任
意
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
合
併
に
関
す
る
基
本

的
な
協
議
事
項
と
各
種
事
務
事
業
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
具
体
的
な
協
議
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
新
市
将

来
構
想
の
素
案
策
定
の
た
め
の
小
委
員
会
が
三
月
十
一
日
に
開
催
さ
れ
、
本
格
的
な
活
動
に
入
り
ま
し
た
。

第
三
回
任
意
合
併
協
議
会
の
協
議
結
果



磁
選
別
機
は
、
集
め
た
空
き
缶
を

磁
石
で
自
動
的
に
ス
チ
ー
ル
缶
と
ア

ル
ミ
缶
に
分
け
る
機
械
で
す
。

磁
選
別
機
で
分
け
ら
れ
た
空
き
缶

は
、
プ
レ
ス
機
へ
と
流
れ
、
縦
横
約

三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
ス
チ
ー
ル

缶
は
重
い
の
で
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

く
ら
い
、
ア
ル
ミ
缶
は
十
五
セ
ン
チ

空
き
缶

磁
選
別
機
、
プ
レ
ス
機

じ

せ

ん

べ

つ

き

メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
厚
み
の
ブ
ロ
ッ

ク
に
な
り
ま
す
。
重
さ
は
、
ス
チ
ー

ル
缶
が
約
十
三
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
ア
ル

ミ
缶
が
七
キ
ロ
グ
ラ
ム
く
ら
い
で
す
。

ス
チ
ー
ル
缶
と
ア
ル
ミ
缶
を
自
動

的
に
選
別
す
る
の
で
、
区
別
し
て
出

す
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

缶
類
と
び
ん
類
が
混
ざ
っ
て
い
る
と

処
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で

◆
空
き
缶
の
出
し
方

分
け
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

リ
サ
イ
ク
ル
集
積
所
に
置
い
て
あ

る
青
い
箱
に
は
空
き
缶
を
、
黄
色
の

箱
に
は
空
き
び
ん
を
入
れ
て
く
だ
さ

い
。選

別
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
は
、
割
れ

て
し
ま
っ
た
空
き
び
ん
や
、
た
ば
こ

の
吸
い
が
ら
な
ど
が
入
っ
て
い
る
も

の
な
ど
を
取
り
除
く
と
き
に
使
い
ま

す
。
ま
た
、
な
べ
類
や
鉄
屑
な
ど
リ

サ
イ
ク
ル
で
き
る
も
の
や
、
割
れ
た

茶
碗
、
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
い
金
属

類
な
ど
燃
え
な
い
ご
み
の
選
別
に
も

使
い
ま
す
。
こ
の
選
別
は
、
手
作
業

で
行
い
ま
す
。

燃
え
な
い
ご
み
の
袋
に
は
、
い
ろ

選
別
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア

◆
燃
え
な
い
ご
み
の
出
し
方

い
ろ
な
も
の
が
入
っ
て
い
ま
す
。

○
最
も
目
立
つ
の
は
、
空
き
缶
、
空

き
び
ん
で
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
収
集

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
乾
電
池
は
、
燃
え
な
い
ご
み
と
一

緒
で
良
い
で
す
が
、
別
の
見
え
る

袋
に
分
け
て
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

○
ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
の
揮
発
性
の
高

い
缶
は
、
危
険
で
す
の
で
穴
を
開

け
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

破
砕
機
は
、
燃
え
な
い
ご
み
な
ど

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
い
も
の
を
細
か

く
す
る
機
械
で
す
。

新
た
に
文
納
地
区
に
埋
立
処
分
場

破

砕

機

を
建
設
し
ま
す
が
、
そ
の
ま
ま
の
形

状
で
捨
て
ま
す
と
、
す
ぐ
に
処
分
場

が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

19
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アルミとスチール
に分別する手間が
省ける磁選別機

アルミとスチール
に分けられ、それ
ぞれブロックにプ
レスされた缶

びんが混ざっていると手作業で
取り除かなければなりません

燃
え
な
い
ご
み
の
指
定
袋
に

大
き
な
サ
イ
ズ
が
で
き
ま
し
た

以
前
か
ら
「
燃
え
な
い
ご
み
の
袋
を
も
う
少
し
大
き
く
し
て
ほ
し

い
」
と
い
う
要
望
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
三
十
リ
ッ
ト
ル
サ
イ
ズ
の
袋

を
新
し
く
作
り
ま
し
た
。

価
格
は
、
十
枚
で
四
百
円
。
三
月
末
か
ら
店
頭
に
並
ん
で
い
ま
す
。

大
き
く
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
電
化
製
品
な
ど
は
絶
対
に
入
れ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

環
境
衛
生
課

‐
２
４
７
７

問
合
せ

53

破
砕
機
で
細
か
く
し
た
瀬
戸
物

４月13日は、
県議会議員選挙の投票日

不在者投票は、４月12日(土)までの毎日、午前８時30分～午後８時

市役所４階選挙事務室で投票できます。 問合せ：選挙事務室 ５２‐２１５５

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
圧
縮
梱
包
機
の
導

入
に
よ
り
、
四
月
か
ら
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
収
集
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

集
め
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
こ
の

機
械
で
、
自
動
的
に
圧
縮
し
、
梱
包

し
ま
す
。
梱
包
し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
大
き
さ
は
、
縦
六
十
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
、
横
四
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

圧
縮
梱
包
機

厚
さ
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
重

さ
は
約
十
八
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
こ

れ
は
、
五
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
五
百
本
分
の
重
さ
に
な

り
ま
す
。

　
キ
ャ
ッ
プ
を
取
り
、
ラ
ベ
ル
を
は

が
す

　
中
を
す
す
ぐ

　
足
で
踏
み
つ
ぶ
す

　
収
集
日
に
収
集
用
の
網
袋
に
入
れ
る

◆
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
出
し
方

18
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環境エコページ

リサイクルセンター完成
～ リサイクルの始まりは家庭から ～

３月27日に完成し、竣工式を行った栃尾市リサイクルセンター。
この施設の完成により、リサイクル活動の推進を図ります

ペットボトルを入れると圧縮から梱包まで
自動で行うペットボトル圧縮梱包機

三
月
二
十
七
日
、
楡
原
の
環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
に
栃
尾
市
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
、
竣
工
式
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、
限
ら
れ
た
資
源
の
有
効
利
用
の
た
め
、
昨
年
七
月
か
ら
建

設
を
進
め
て
き
た
も
の
で
す
。
工
事
費
は
、
建
物
と
機
械
設
備
を
合
わ
せ
て

約
一
億
六
千
万
円
。
市
民
一
人
ひ
と
り
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
意
識
を
高
め
て
も

ら
う
た
め
に
も
ぜ
ひ
、
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

県立歴史博物館春季企画展

シルクロードの響き
と き：４月26日(土)～６月１日(日)９時30分～17時、月曜休館

観覧料：一般600円ほか(小・中学生は休日など無料) 問合せ： 47 6130-
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３月2６日、文化センターで教育行政に功績のあった人を表彰しました

○佐藤 義堅（栃尾東小学校校長）長年にわたり学校教育の振興発展に尽くされました。
○丸山 功（栃尾南小学校教頭）長年にわたり学校教育の振興発展に尽くされました。
○神林 敬子（栃尾南小学校教諭）長年にわたり学校教育の振興発展に尽くされました。
○佐藤 静子（栃尾東小学校教諭）郵政事業庁主催の「国際ボランティア作文コンクール」にお
いて信越郵政局長賞を受賞されました。

○栗林 幽子（本町）多年にわたり青少年補導員として青少年の非行防止と健全育成に貢献され
ました。

○那須 春二（仲子町）多年にわたり青少年補導員として青少年の非行防止と健全育成に貢献さ
れました。

○明先俊太郎（埼玉大学３年・平）全日本学生柔道体重別選手権大会66�級に出場し準優勝。
○飯浜麻里奈（栃尾東小５年・楡原）新潟総合研究所主催「第13回新潟県ボランティア活動紙上
発表会」小学校の部最優秀賞受賞。

○佐藤みのり（秋葉中学校１年・赤谷）全国中学校柔道大会女子個人70�級に出場。
○西川 友梨（秋葉中学校３年・旭町）全国中学校柔道大会女子個人52�級に出場。
○佐藤 優太（秋葉中学校３年・北荷頃）全国中学校剣道大会男子個人で準優勝。
○刈谷田中学校情報科学部（刈谷田中学校３年・３名）新潟日報社主催「いきいきわくわく科学
賞2002」において新潟日報社賞を受賞。

○磯辺 友里（新潟第一高校１年・仲子町）全国高等学校柔道選手権大会女子52�級に出場。
○明先 美央（淑徳高校３年・平）全国高等学校総合体育大会柔道大会女子団体に出場。
○吉原慎太郎（新潟明訓高校２年・二日町）全国高等学校総合体育大会剣道大会男子団体に出場。
○吉原 美亜（帝京長岡高校３年・二日町）国民体育大会剣道競技少年女子に出場。
○村越 友美（長岡大手高校３年・二日町）全国高等学校総合体育大会水泳大会女子400ｍメドレ
ーリレーに出場。

○葛綿 涼（長岡工業高校３年・上塩）国民体育大会バスケットボール少年男子に出場。

表
彰
式
に
出
席
し
た
皆
さ
ん

ＤＶ・児童虐待相談フリーダイヤル
０１２０‐２６‐２９２８

秘密は固く守られますので、気軽に相談してください。

受付時間：午前９時～午後10時(年中無休)

繁
窪
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
は
三
月
二

十
六
日
、
日
本
消
防
会
館
（
東
京
）

で
行
わ
れ
た
少
年
少
女
消
防
ク
ラ
ブ

フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
２
０
０
３
で
、
特

に
優
良
な
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
と
し
て

消
防
庁
長
官
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
火
の
用
心
の
町
内
巡
回

を
長
い
間
（
六
十
数
余
年
）
継
続
し

て
実
施
し
、
火
災
予
防
思
想
の
普
及

に
優
れ
た
成
果
を
あ
げ
た
功
績
が
認

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

栃
尾
東
小
学
校
五
年
の
飯
浜
麻
里

奈
さ
ん
の
作
品
「
私
た
ち
の
心
を
届

繁
窪
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

消
防
庁
長
官
表
彰

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

紙
上
発
表
会
で

最
優
秀
賞
を
受
賞

け
よ
う
」
が
、
新
潟
総
合
研
究
所
主

催
の
「
第
十
三
回
新
潟
県
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
紙
上
発
表
会
」
で
最
優
秀

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
作
品
は
、
ガ
ー
ナ
の
小
学
校

の
窮
状
を
知
り
、
鉛
筆
を
送
る
活
動

と
そ
の
喜
び
を
綴
っ
た
も
の
で
す
。

囲
碁
の
部
（

人
参
加
、
敬
称
略
）

50

Ａ

級

酒
井

敬
三(

赤

谷)

優

勝

二

山
内

正(

長
岡
市)

位

桜
井
誠
太
郎(

見
附
市)

三

位

内
山

英
吉(

東
が
丘)

敢
闘
賞

Ｂ

級

唐
沢

徳
衛(

栃

堀)

優

勝

荒
木

公
作(

栃

堀)

二

位

さん飯浜麻里奈
楡 原

栃尾東小学校
５年

大
崎

義
雄(

天
下
島)

三

位

西
片

弘(

上
樫
出)

敢
闘
賞

Ｃ

級

千
野

義
夫(

中

)

優

勝

二

林

賢
吉(

見
附
市)

位

片
岡

太
一(

金

町)

三

位

高
橋
与
一
郎(

吉

水)

敢
闘
賞

将
棋
の
部
（

人
参
加
、
敬
称
略
）

32

Ａ

級

江
田

道
雄(

見
附
市)

優

勝

二

宮
島

昭
二(

)

位

上
の
原
町

永
橋

貞
治(

大

町)

三

位

近
藤

良
介(

金

沢)

敢
闘
賞

Ｂ

級

山
井

真
樹(

二
日
町)

優

勝

佐
藤

万
吉(

天
下
島)

二

位

倉
内

正
治(

長
岡
市)

三

位

三
鍋

政
郎(

和
島
村)

敢
闘
賞

Ｃ

級

井
上

義
久(

長
岡
市)

優

勝

近

良
男(

見
附
市)
二

位

久
保
田
収
治(

見
附
市)
三

位

渡
辺

正
道(

金

沢)

敢
闘
賞

ヤ
ン
グ
エ
ム
ズ
（

）

優

勝

M's

ユ
ニ
テ
リ
ー
ズ
Ａ

二

位

オ
フ
ィ
ス
・
ク
ラ
ブ
Ｂ

三

位

（Office
club

B

）

市
民
親
善

第
７
回

ユ
ニ
ホ
ッ
ケ
ー
大
会

３
／

総
合
体
育
館

16

20
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市
長
杯
争
奪

第

回
22

囲
碁
将
棋
大
会

３
／
４

文
化
セ
ン
タ
ー

テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
桜
の

開
花
予
想
な
ど
次
々
と
日
本
の
早
い

春
を
見
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
柔
ら

か
な
春
の
日
差
し
、
そ
し
て
暖
か
な

春
の
風
が
多
く
の
植
物
の
躍
動
を
促

し
ま
す
。

雪
割
草
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
ど
こ
と
な
く
不
気
味
な
姿
の
ザ

ゼ
ン
ソ
ウ
（
独
特
の
に
お
い
が
あ
り

ま
す
）
も
い
ち
早
く
春
の
訪
れ
を
感

じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ

は
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
と
同
じ
サ
ト
イ
モ

科
の
植
物
で
、
別
名
ダ
ル
マ
ソ
ウ
と

も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
花
び
ら
の
よ

う
に
見
え
る
厚
い
褐
紫
色
の
ほ
う
苞ほ

う

が
、
中
心
に
あ
る
花
を
包
ん
で
い
ま

す
。
花
は
両
性
の
小
さ
な
花
の
集
ま

栃
尾
の
自
然
を
訪
ね
て

151

〜
必
死
に
生
き
る
植
物
〜

〈
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ

の
気
持
ち
〉

り
で
、
黄
色
い
円
筒
状
の
穂
を
形
成

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
柄
の
あ
る
円

心
形
の
葉
は
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

以
上
に
も
広
が
り
ま
す
。
僧
が
座
禅

を
し
て
い
る
姿
に
似
て
い
る
と
こ
ろ

か
ら
こ
の
名
が
つ
い
た
そ
う
で
す
。

と
こ
ろ
で
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
は
、
驚
く

べ
き
こ
と
に
こ
の
花
の
部
分
が
発
熱

し
、
低
温
を
含
む
外
気
温
の
変
動
を

認
識
で
き
る
と
い
う
研
究
報
告
も
あ

る
よ
う
で
す
。
早
春
に
花
を
咲
か
せ

る
仲
間
は
、
温
度
や
太
陽
の
光
に
と

て
も
敏
感
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
他
の

植
物
が
活
動
を
始
め
る
前
の
ほ
ん
の

わ
ず
か
な
時
期
に
し
か
生
活
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
美
し
さ
に

対
し
て
必
死
に
生
き
て
い
る
力
強
さ

が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

栃
尾
の
山
地
の
湿
地
に
は
、
ヒ
メ

ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
と
呼
ば
れ
る
小
型
の
も

の
も
見
ら
れ
る
そ
う
で
す
。
ほ
う
苞

は
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
で
、

注
意
し
て
い
な
い
と
見
逃
し
て
し
ま

い
ま
す
。
近
年
、
山
地
の
も
の
を
掘

り
起
こ
し
庭
先
な
ど
に
移
植
す
る
と

い
っ
た
非
常
に
残
念
な
行
為
が
増
え

て
い
る
よ
う
で
す
が
、
育
て
る
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
困
難
で
す
。
植
物
た
ち

の
気
持
ち
を
考
え
、
い
つ
ま
で
も
そ

っ
と
見
守
っ
て
や
り
た
い
も
の
で
す
。

教
育
セ
ン
タ
ー

丸
田

俊
一

チャイルドシート
安全性能評価を発表

国土交通省と自動車事故対策センターは、より安全な製品を選択してもらうため安全性

http://www mlit go jp能評価を公表。資料は、長岡自動車検査登録事務所 22‐1131、 . . .



○
耐
雪
住
宅

３
メ
ー
ト
ル
以
上
の
積
雪
に
耐

え
る
構
造
で
、
雪
庇
対
策
を
講
じ

せ

っ

ぴ

た
建
物
。

○
融
雪
住
宅

電
熱
、
温
水
な
ど
に
よ
り
屋
根

の
上
で
雪
を
と
か
す
構
造
（
装

置
）
の
建
物
。
た
だ
し
、
地
下
水

に
よ
る
散
水
方
式
の
建
物
は
除
く
。

○
落
雪
住
宅

自
然
落
雪
で
、
適
切
な
屋
根

勾
配
（
お
お
む
ね

％
、
四
寸
勾

こ
う
ば
い

22

配
以
上
）
の
上
に
金
属
板
な
ど
の

滑
る
材
料
を
使
用
し
た
屋
根
構
造

で
、
落
ち
た
雪
が
道
路
や
近
所
な

ど
に
迷
惑
を
及
ぼ
さ
な
い
建
物
。

（
改
築
や
改
造
の
場
合
で
、
屋
根

勾
配
の
変
更
を
伴
わ
な
い
屋
根
材

の
葺
き
替
え
は
対
象
外
）

ふ

※
今
年
度
中
に
工
事
完
了
す
る
建
物

で
、
併
用
住
宅
の
場
合
は
住
宅
部

分
の
面
積
が
延
べ
面
積
の
２
分
の

１
以
上
、
住
宅
の
一
部
を
克
雪
住

宅
化
す
る
場
合
は
、
屋
根
面
積
の

◆
対
象
と
な
る
住
宅

２
分
の
１
以
上
の
建
物
が
対
象
に

な
り
ま
す
。

住
宅
の
克
雪
化
に
要
す
る
直
接
工

事
費
（
施
設
費
）
の
３
分
の
１
以
内

限
度
額

▽
耐
雪
式
、
融
雪
式
…

万
円

80

▽
落
雪
式
…

万
円

40

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

　
対
象
と
な
る
克
雪
住
宅
を
市
内
に

新
築
や
増
改
築
、
克
雪
施
設
を
設

置
す
る
人

　
克
雪
住
宅
が
完
成
し
た
後
三
年
間
、

屋
根
雪
と
克
雪
施
設
に
係
る
調
査

を
行
い
、
そ
の
結
果
を
報
告
で
き

る
人

　
現
在
、
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
、

ま
た
は
当
該
住
宅
に
住
む
こ
と
が

確
定
し
て
い
る
人
で
、
市
税
の
滞

納
が
な
い
人

建
設
課
道
路
住

申
込
み
・
問
合
せ

宅
係

‐
５
８
２
５

52

◆
補
助
金
の
額

◆
申
し
込
み
で
き
る
人

５
月

日

時

分
〜

と

き

18

（日）
12

30

（
小
雨
決
行
）

産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
お
り

と
こ
ろ

な
す
芝
生
広
場

市
内
在
住
ま
た
は
勤
務
の
人

対

象

個
人
戦

ホ
ー
ル
の

競
技
方
法

24

合
計
打
数五

百
円
（
保
険
料
な
ど
）

参
加
費

申
込
書
に
よ
り

申
込
み
・
問
合
せ

５
月
１
日

午
後
５
時
ま
で
に
参

（木）

加
費
を
添
え
て
総
合
体
育
館

‐
52

５
５
７
１４

月

日

受
付

時

と

き

27

（日）

12

30

分
〜
（
小
雨
決
行
）

お
り
な
す
芝
生
広
場

と
こ
ろ

ど
な
た
で
も
（
初
心
者
歓

対

象
迎
）

三
百
円
（
当
日
会
場
で
）

参
加
費

一
般
参
加
者
は
、
当
日
会

申
込
み

場
で
受
け
付
け
ま
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会

問
合
せ

事
務
局
・
木
間

‐
３
９
４
９

53

市
民
オ
ー
プ
ン

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

催

し

回
市
民

第
16

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

23
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克
雪
住
宅
用
の
補
助
金
を
受
付

申
し
込
み
は

ま
で

５
月
６
日
(火)

こ
の
展
覧
会
は
、
今
年
で
８
回
目
と
な
る
毎
年
恒
例
の
シ
リ
ー
ズ
で
、

公
募
展
出
品
な
ど
で
意
欲
的
に
制
作
活
動
・
発
表
を
し
て
い
る
、
栃
尾
市

在
住
・
在
勤
の
作
家
た
ち
の
作
品

点
を
一
堂
に
展
示
す
る
も
の
で
す
。

45

市
民
の
皆
さ
ん
に
最
も
身
近
と
い
え
る
作
家
た
ち
の
活
躍
ぶ
り
を
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
観
覧
券
の
発
売
は
午
後
４
時

分

開
館
時
間

30

ま
で
。
４
月

日

は
正
午
開
場
）

12

（土）

栃
尾
市
美
術
館
企
画
展
示
室
（
月
曜
休
館
、
祝
日
の
場
合
は

展
示
場
所

翌
日
）

栃
尾
市
美
術
の
今
２
０
０
３

４
月

日

〜
６
月

日

12

(土)

15

(日)

特別企画《ミニ作品プレゼント》
この展覧会を観覧した希望者に、出品作家による

オリジナルミニ作品をプレゼントします。(希望者
多数の場合は抽選）詳細は美術館に問い合わせてく
ださい。 ５３‐６３００

「萌え出づる春」
藤野徳子 「

韋
処
士
が
郊
居
」

佐
藤
智
子

諏訪神社春季大祭

大名行列参加者募集
◆４月29日(祝)に行われる大名行列の、

白丁、稚児、天童などを募集します。

４月20日(日)までに
申込み・問合せ：

諏訪神社 52 2806-

平
成

年
度
「
福
祉
タ
ク
シ
ー
利

15

用
料
金
助
成
」
の
申
請
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

市
内
在
住
で
次
の
事
項

助
成
対
象

に
該
当
す
る
人

○
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金

助
成
制
度

た
１
・
２
級
該
当
者
、
３
級
の
う

ち
聴
覚
、
上
肢
不
自
由
を
除
く
人

○
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

人
で
、
障
害
の
程
度
が
重
度｢

Ａ｣
と
判
定
さ
れ
た
人

１
年
間
に
、
小
型
タ
ク
シ

助
成
額

ー
の
基
本
料
金
に

を
乗
じ

円

0.9

10

未
満
の
端
数
を
切
り
捨
て
た
額

(

３
月

日
現
在
、
五
百
四
十
円)

24

の
利
用
券
を

枚
交
付
し
ま
す

14

印
鑑
と
身
体
障
害
者
手
帳

持
ち
物

ま
た
は
療
育
手
帳
（
平
成

年
度

14

に
利
用
券
を
交
付
さ
れ
た
人
で
、

新
た
に
申
請
す
る
場
合
は
、
未
使

用
の
利
用
券
を
お
返
し
く
だ
さ

い
）

保
健
福
祉
課
福

申
込
み
・
問
合
せ

祉
係
・

‐
５
８
３
６

52

市
は
地
元
就
職
者
に
対
し
て
、
必

要
な
資
金
を
無
利
子
で
お
貸
し
す
る

制
度
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市
内
に
定
住
す
る
新
規
就

対

象
職
者
お
よ
び
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
者

（
１
年
以
内
）

▽
新
規
就
職
者
…

万
円

貸
付
額

50

以
内
▽
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
者
（
単

身
）
…

万
円
以
内
▽
Ｕ
タ
ー
ン

70

就
職
者
（
家
族
）
…

万
円
以
内

100

５
年
以
内
（
６
カ
月
以
内

返

済
の
据
置
期
間
を
含
む
）
の
月
賦
均

栃
尾
市
ふ
る
さ
と

就
職
支
度
金
制
度

等
償
還
（
途
中
で
市
外
転
出
な
ど

貸
与
の
要
件
を
欠
い
た
場
合
は
、

未
償
還
分
を
一
括
返
済
し
て
い
た

だ
き
ま
す
）

無
利
子

利

息

商
工
観
光
課
・

申
込
み
・
問
合
せ

‐
５
８
２
７

52
空
室
戸
数
（
３
月

日
現
在
）

24

○
ス
マ
イ
ル
ハ
イ
ツ
た
い
ら
（
平
・

新
築
）

戸
11

○
ド
リ
ー
ム
ハ
イ
ツ
あ
き
ば
（
上
の

原
町
）
２
戸

住
宅
概
要

木
造
３
階
建
（
長
屋
型
）
、
１
階

部
高
床
駐
車
ス
ペ
ー
ス
、
２
階
Ｌ

Ｄ
Ｋ
、
３
階
洋
室
２
間

入
居
資
格

▽
入
居
申
込
時
に
、
夫
婦
の
年
齢

の
合
計
が

歳
以
下
の
人
（
婚

70

約
中
も
含
む
）

▽
入
居
後
、
所
在
地
に
住
所
を
移

動
で
き
る
人

若
者
世
帯
向
け
賃
貸
住
宅

入
居
者
募
集
中

▽
市
税
な
ど
滞
納
が
な
い
人

月
額
５
万
５
千
円
（
駐
車

家

賃
料
金
含
む
、
敷
金
は
家
賃
の
３
カ

月
分
）

建
設
課
に
備
え
付
け
の

申
込
方
法

申
込
用
紙
に
記
入
し
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

建
設
課
道
路
住
宅
係
・

‐

問
合
せ

52

５
８
２
５

22
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など今月の税金

納期４月30日

固 定 資 産 税

▲

ガス水道

▲

・下水道料金

▼
ス
ナ
ッ
ク
禅
の
お
客
様
と
ス
タ
ッ
フ
一
同
（
谷
内
二
）
…
社
会
福
祉
費
寄
付

金
と
し
て
五
万
三
千
七
十
円
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
㈲
イ
マ
イ
電
化
（
東
町
）
…
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
百
二
十
台
い
た
だ
き
ま
し
た
。

寄付御礼

各
・
種
・
相
・
談

相
談
は
無
料
で
す

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

□
行
政
相
談

○
４
月

日

時
〜

時

24

（木）
10

15

○
市
役
所
別
館
相
談
室
（
２
階
）

□
国
民･

厚
生
年
金
相
談

○
４
月

日

時
〜

時

16

（水）
10

15

○
市
役
所
市
民
相
談
室
（
２
階
）

□
家
庭
児
童
相
談

○
月
曜
日
〜
金
曜
日
９
時
〜

時
16

○
文
化
セ
ン
タ
ー
相
談
室

□
心
配
ご
と
相
談

○
毎
週
水
曜
日

時
〜

時

10

15

○
社
会
福
祉
協
議
会
（
新
栄
町
）

□
青
少
年
問
題
相
談

○
月
曜
日
〜
金
曜
日
９
時
〜

時
16

○
文
化
セ
ン
タ
ー
相
談
室

おしらせ
住宅使用料、保育料口座振替
の領収書は年１回発行します

家賃を口座振替で支払っていた人には、毎
月引き落とし後領収書を発行していましたが、
経費の縮減を図るため、４月分からは税金な
どと同じように年度末に１年分をまとめて
「口座振替納付（領収）済通知書」を発行す
ることとしました。
また、保育料も同じように年２回を１回に

発行回数を変更します。
今まで、金融機関によって引き落とし日が

異なっていましたが、毎月末日に引き落とす
こととしました。前日までに指定口座に入金
をお願いします。

住宅使用料…建設課道路住宅係問合せ
・５２‐５８２５

保育料…保健福祉課福祉係
・５２‐５８３６

次のとおり市に寄付を
いただきました。
ありがとうございました。
(15.1.10～15.2.28)

初心者から上級者までコーチが指導

会員募集レディス・スイミング
と き：毎週金曜日13時～14時30分 参加費：年額12,000円

ところ：長岡市青少年文化センター 申込み：目黒 53 3000-



「
県
男
女
平
等
推
進
相
談
室
」
は
、

性
別
に
よ
る
差
別
や
男
女
の
生
き
方
、

健
康
な
ど
生
活
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
相
談
は
無
料
。

火
曜
〜
金
曜
日
…
正
午

相
談
時
間

〜

時
、
土
・
日
曜
日
…

時
〜

19

10

時
（
月
曜
日
・
祝
日
は
休
み
）

17

新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
３

と
こ
ろ

階
（
新
潟
市
上
所
２
‐
２
‐
２
）

電
話
、
面
接
、
フ
ァ
ッ

相
談
方
法

ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
、
郵
便
な
ど

男
女
平
等
推
進
相
談
室

専
任
の
相
談
員
の
ほ
か
、

相
談
員

専
門
家(

弁
護
士
・
精
神
科
医
師)

に
よ
る
特
別
相
談
も
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す

※
面
接
相
談
・
特
別
相
談
は
、
予
約

が
必
要

県
男
女
平
等
推
進
相
談
室

問
合
せ

４
月

日

ま
で

受
付
期
限

17

（木）

昭
和

年
４
月
２
日
〜

受
験
資
格

49

昭
和

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

57

れ
た
人
、
ま
た
は
昭
和

年
４
月

57

２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
大
学
を
卒

業
し
た
人６

月

日

試
験
日

15

（日）新
潟
労
働
局
総

申
込
み
・
問
合
せ

務
課

０
２
５
‐
２
３
４
‐
５
９

２
０

◆
危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
日
・
種
類
・
受
付
期
間

５
月

日

…
乙
種
第
４
種
・
丙

22

（木）

種
、
４
月

日

〜

日

14

（月）

23

（水）

７
月

日

…
甲
種
・
乙
種
全
類

16

（水）

・
丙
種
、
６
月

日

〜

日

13

（金）

23

（月）

９
月

日

…
乙
種
第
４
種
・
丙

18

（木）

労
働
基
準
監
督
官
の

採
用
試
験

危
険
物
取
扱
者
・

消
防
設
備
士
試
験

種
、
８
月

日

〜

日

12

（火）

22

（金）

◆
消
防
設
備
士
試
験

試
験
日
・
種
類
・
受
付
期
間

６
月

日

…
甲
種
全
類
・
乙
種

26

（木）

全
類
、
５
月

日

〜

日

19

（月）

30

（金）

い
ず
れ
も
長
岡
市

試
験
会
場

消
防
署

読
み
や
い
広
報
誌
を
目
指
し
、

４
月
か
ら
広
報
「
と
ち
お
」
の

文
字
を
大
き
く
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
皆
さ
ん
に
親
し
ま

れ
る
広
報
の
紙
面
づ
く
り
に
努

め
ま
す
。

25
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狂犬病予防注射の巡回

生後91日以上の犬は、狂犬病予防法により、年
１回注射を受けなくてはなりません。次の日程の
中で都合のよい会場で受けてください。なお、こ
の期間後は個別料金で、割高になります。

個人通知書・印鑑・料金3,100円持参するもの
（おつりのいらないように）

４月２１日（月）
9:45 ～10:05 いずみ苑
10:15 ～10:30 栃堀区事務所
10:50 ～11:00 上来伝生活改善センター
11:20 ～11:30 西中野俣ふるさと会館
13:10 ～13:25 比礼・清水屋商店前
13:45 ～13:55 旧農協一之貝事務所
14:10 ～14:30 北荷頃・開発センター
14:50 ～15:05 中・生活改善センター

４月２２日（火）
9:30 ～ 9:45 小貫公民館
10:00 ～10:10 旧農協川谷事務所
10:30 ～10:45 旧農協人面事務所
11:00 ～11:20 農協下塩谷支店
13:20 ～13:35 二日町ライスセンター
13:55 ～14:05 大野原・開発センター
14:20 ～14:30 梅野俣公民館
14:50 ～15:05 旧農協入塩川事務所

４月２３日（水）
9:30 ～11:30 総合体育館

※集合注射での「犬の登録と狂犬病予防注射」は、
市外ではできません。

新規登録
初めて犬を登録する場合は、会場に印鑑と手

数料6,100円(注射代金を含む)を持参ください。
環境衛生課生活環境係 ５３‐２４７７問合せ

市長と語ろう

「市民対話集会」

市民参加のまちづくりを行うため、市長
と市民の対話集会を次の日程で行います。
当日は、市長と関係課長が出席し、皆さ

んの意見や質問にお答えします。事前申し
込みは必要ありません。ぜひ、参加してく
ださい。

とき・ところ・テーマ
①５月25日(日)午後１時30分～３時、
市民会館、まちづくりと行政問題

②５月31日(土)午後７時～８時30分、
文化センター、教育・保育・少子化対策
このほか６月に３回、開催する予定です。

企画財政課企画調整係問合せ
５２‐５８１６

広
報
誌
の
文
字
を

大
き
く
し
ま
し
た

優良運転者の免許更新に

バスを運行します
出発日・対象：４月23日(水)９時…５月23日までの免許更新者 負担金：往復1,000円

出発場所：栃尾警察署バス停 申込み：出発日の２日前までに交通安全協会
52 5213-

０
２
５
‐
２
８
５
‐
６
６
０
５

三
古
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
は
、

地
域
の
先
輩
農
業
者
を
塾
長
に
農
業

技
術
や
知
識
、
経
営
理
念
な
ど
を
学

ぶ｢

ニ
ュ
ー
農
業
塾｣

を
開
講
し
ま
す
。

４
月

日

〜
来
年
３
月

と

き

25

（金）

塾
長
の
ほ
場
、
普
及
セ
ン

と
こ
ろ

タ
ー
な
ど「

稲
作
コ
ー
ス｣｢

野
菜
栽

内

容
培
コ
ー
ス｣｢

花
き
栽
培
コ
ー
ス｣

｢

簿
記
・
経
営
コ
ー
ス
」
を
開
設

し
、
研
修
内
容
は
研
修
生
の
希
望

を
も
と
に
決
定
す
る

お
お
む
ね

歳
未
満
の
農

対

象

30

業
者
お
よ
び
就
農
希
望
者

無
料
。
た
だ
し
教
材
や
視

受
講
料

察
な
ど
は
実
費
負
担
あ
り

４
月

日

ま

申
込
み
・
問
合
せ

15

（火）

で
に
三
古
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ

ー

‐
２
３
３
４

35

自
衛
隊
は
、
来
春
採
用
の
一
般
・

技
術
・
飛
行
幹
部
候
補
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。 そ

の
他

三
古
ニ
ュ
ー
農
業
塾

受
講
生
募
集

自
衛
隊
幹
部
候
補
生募

集

５
月
９
日

ま
で

受
付
期
限

（金）

歳
以
上

歳
未
満
の

受
験
資
格

22

26

人
で
大
学
卒
業
程
度
の
学
力
を
有

す
る
人
（
大
学
院
修
士
課
程
は
28

歳
未
満
）５

月

日

試
験
日

24

（土）自
衛
隊
新
潟
地

申
込
み
・
問
合
せ

方
連
絡
部
長
岡
出
張
所

‐
０

33

２
５
６

第

回
特
別
給
付
金
「
い
号
」
国

17

債
を
受
け
ら
れ
た
戦
没
者
な
ど
の
妻

で
、
平
成

年
４
月
１
日
に
公
務
扶

15

助
料
、
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
る
権

利
が
あ
る
人
に
、
額
面

万
円
の
特

200

別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

平
成

年
３
月

日
ま
で

請
求
期
限

18

31

保
健
福
祉
課
援

請
求
先
・
問
合
せ

護
福
祉
係

‐
５
２
２
２

51

毎
週
火
曜
日
夜
、
お
よ
び

練
習
日

毎
週
土
曜
日
の
午
前
中

小
学
生
か
ら
中
学
３
年
生

対

象

年
間
一
万
円

会

費

４
月

日

ま

申
込
み
・
問
合
せ

30

（水）

で
に
総
合
体
育
館
内
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
事
務
局

‐
５
５
７
１

52

戦
没
者
の
妻
な
ど
に
特

別
給
付
金
を
継
続
支
給

(

栃
尾
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ)

サ
ッ
カ
ー

ジ
ュ
ニ
ア
メ
ン
バ
ー
募
集

24
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四
月
一
日
か
ら

市
の
組
織
を
一
部
変
更
し
ま
す

市
は
、
行
政
改
革
の
一
環
と
し
て
組
織
機
構
の
見
直
し
を

進
め
て
い
ま
す
。
よ
り
よ
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
事
務

の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
四
月
一
日
か
ら
組
織
の
一
部
を
変

更
し
ま
す
。

変
更
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

総

務

課

人
事
秘
書
係
を
新
設

人
事
係
と
秘
書
係
を
統
合

し
、
人
事
秘
書
係
を
新
設

し
ま
す
。

市

民

課

国
保
年
金
係
を
新
設

国
保
係
と
年
金
係
を
統
合

し
、
国
保
年
金
係
を
新
設

し
ま
す
。

農

林

課

農
業
振
興
係
と
林
政
係
を
新

設
農
林
係
を
分
割
し
、
農
業

振
興
係
と
林
政
係
を
新
設

し
ま
す
。

農
業
振
興
係
の
主
な
事
務

・
農
業
総
合
振
興
事
業
に
関

す
る
こ
と

・
水
稲
お
よ
び
園
芸
並
び
に

養
蚕
振
興
に
関
す
る
こ
と

・
米
の
生
産
調
整
に
関
す
る

こ
と

林
政
係
の
主
な
事
務

・
林
業
総
合
振
興
事
業
に
関

す
る
こ
と

・
森
林
整
備
計
画
に
関
す
る

こ
と

・
森
林
伐
採
の
許
可
お
よ
び

届
出
に
関
す
る
こ
と

青
少
年
ホ
ー
ム

勤
労三

月
三
十
一
日
を
も
っ
て
廃

十
五
ペ
ー
ジ
参
照
）

止
（

は
、

※
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
教
養
講
座

公
民
館
講
座
と
し
て
引
き
続
い
て
実

施
し
ま
す
。
（
講
座
の
詳
細
は
、
四

月
十
八
日
発
行
の
広
報
と
ち
お
「
お

し
ら
せ
版
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

※
「
犬
の
登
録
お
よ
び
狂
犬
病
予
防
に

を
、
保
健
福
祉
課
保

関
す
る
事
務
」

健
予
防
係
か
ら
環
境
衛
生
課
生
活
環

境
係
に
移
管
し
ま
す
。

庶

務

係

総

務

課

市

民

課

国
保
年
金
係

農
政
企
画
係

農
業
振
興
係

林

政

係

農

地

係

農

林

課

高齢者趣味の講座

「短歌講座」
と き：４月21日から毎月第３月曜日13時30分～ ところ：文化センター

参加費：300円 講師：松木鷹志さん 定員：30人(先着順) 申込み：公民館 52 2020-



員
佐
藤
幸
栄(

上
塩
小
学
校
管
理

員)

▽
栃
尾
南
小
学
校
管
理
員
諏

佐
昭
夫(

秋
葉
中
学
校
管
理
員)

▽

下
塩
小
学
校
管
理
員
佐
藤
茂(

環

境
衛
生
課
運
転
手
兼
管
理
員)

▽

上
塩
小
学
校
管
理
員
西
片
道
夫

(

東
谷
小
学
校
管
理
員)

▽
東
谷
小

学
校
管
理
員
諸
橋
好
久(

総
務
課

運
転
手)

▽
消
防
長
小

◆
消
防
本
部
・
消
防
署

川
政
之(

参
事
兼
次
長)

▽
消
防
署

長
佐
藤
克
比
古(

副
署
長)

▽
参
事

兼
庶
務
課
長
小
林
春
男(

副
署
長)

▽
参
事
兼
警
防
課
長
杉
本
徳
則

(

小
隊
長)

▽
副
署
長
諏
佐
工
三

(

小
隊
長)

▽
副
署
長
中
沢
勝
美

(

副
小
隊
長)

▽
小
隊
長
飯
浜
光
正

(

副
小
隊
長)

▽
小
隊
長
渡
辺
孝
幸

(

分
隊
長)

▽
副
小
隊
長
福
王
寺
勝

(

分
隊
長)

▽
副
小
隊
長
波
形
端

(

分
隊
長)

▽
副
参
事
棚
村
文
忠

(

係
長)

▽
係
長
高
橋
健(

主
査)

▽

係
長
箕
輪
俊
美(

主
査)

▽
係
長
星

光
吉(

主
査)

▽
係
長
箕
輪
厚
史

(

主
査)

▽
主
査
今
井
靖
志(

主
任)

▽
士
長
波
形
亘(

副
士
長)

▽
士
長

姉
崎
正
和(

副
士
長)

▽
副
士
長
諸

橋
敦(

消
防
士)

◆
新
採
用
職
員(

４
月
１
日
付
け)

▽
消
防
士
姉
崎
英
明(

消
防
署)

▽

消
防
士
猪
嶋
貴
弘(

消
防
署)

▽
消

防
士
諏
佐
裕
司(

消
防
署)

◆
退
職
者(

３
月

日
付
け)
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▽
外
山
康
男(

総
務
課
長)

▽
布
施

重
一(

保
健
福
祉
課
長)

▽
大
崎
照

(

消
防
長)

▽
島
田
金
一(

消
防
本

部
参
事
兼
警
防
課
長)

▽
茨
木
栄

利(

消
防
本
部
副
参
事)

▽
酒
井
久

美
子(

学
校
教
育
課
副
参
事)

▽
島

照
男(

ガ
ス
水
道
局
副
任
技
工
士)

▽
多
田
恵
世(

刈
谷
中
学
校
管
理

員)

▽
横
山
宣
一(

栃
尾
南
小
学
校

管
理
員)

▽
杉
野
敏
栄(

下
塩
小
学

校
管
理
員)▽

第
一
方
面
隊
本
部
分
団

◆
方
面
隊

長
箕
輪
貴
一
▽
第
二
方
面
隊
本
部

分
団
長
齋
藤
洋
介

▽
第
一
分
団
分
団
長
米
井

◆
昇

任

彰
▽
第
二
分
団
分
団
長
笠
井
正
巳

▽
第
一
分
団
副
分
団
長
稲
田
悦
雄

▽
第
二
分
団
副
分
団
長
高
見
信
和

▽
第
四
分
団
副
分
団
長
大
　
正
平

▽
第
六
分
団
副
分
団
長
諸
橋
市
郎

▽
第
六
分
団
副
分
団
長
金
内
昌
利

▽
本
部
分
団
長
木
間
惠
一

◆
退

職

▽
第
六
分
団
副
分
団
長
磯
部
正
勝

▽
同
分
団
副
分
団
長
斉
藤
道
直

|||||広報とちお15.4.5|||||

消
防
団
幹
部
人
事
異
動

(

４
月
２
日
付
け)

広報掲載の写真のネガをお貸しします 行政管理課 52 2175-

№ 求 人 職 種 事 業 内 容 勤務地 人数 年齢 賃　金 勤務時間 備　考

1 訪問介護員　　　介護サービス業 平　　 1 30～50
130,000～
160,000

8:30～17:30 １種普通免許　　　　

2 ＣＡＤオペレー
ター　　　 建築工事請負業 赤　谷　 1 20～35

150,000～
180,000

8:45～18:00 建築士（２級）

3 土木作業員　　　土木工事業 巻　渕　 1 不問
165,000～
250,000

8:00～17:00 １種普通免許　　　　

4 歯科助手　　　　医療業 表　町　 1 18～25
130,000～
150,000

8:00～17:30

5 建設現場作業員　土木工事業 山田町　 3 35～
165,000～
210,000

8:00～17:30

6 タクシー運転手　タクシー業 大　町　 1 20～
138,400～
138,400

5:00～13:30 ２種普通免許　　　　

7
食品リサイクル
事業　　　

自動車部品製造
業

北荷頃　 1 20～27
165,600～
165,600

5:00～13:30

8 介護員　　　　　老人福祉事業 泉　　 6 35～50
140,000～
150,000

8:00～18:00

9
経理事務及び接
客　　　　

市関連団体 栃　堀　 1 不問～
118,800～
118,800

9:00～17:00 １種普通免許　　　　

10 美容師　　　　　美容業 谷　内　 1 18～30
140,000～
140,000

8:35～17:00 美容師　　　　　　　

11 縫製　　　　　　縫製業 天下島　 1 20～40
125,000～
150,000

9:00～18:00

12 縫製工（婦人服）縫製業 山田町　 1 18～45
135,191～
204,002

8:30～17:30

13 企画、開発　　　織物業 谷　内　 1 18～60
160,000～
210,000

8:10～17:00

14 織物サイジング要員　　　 織物業 北荷頃　 1 30～55
154,000～
250,000

8:00～17:20

15 生産技術　　　　自動車部品製造業 北荷頃　 1 18～35
148,000～
170,000

8:30～11:30

16 セールスドライバー　　　 宅配便業 楡　原 1 19～35
190,800～
348,800

8:30～17:00 ２種大型免許　　　　

17 サイジング（のり付）工　 織物業 滝の下町　 2 20～60
130,000～
150,000

7:30～16:30

18 電気設計技術者　
医療用機器開発、
製造業

北荷頃　 1 25～50
195,000～
280,000

8:00～17:00

19 鳶土工　　　　　土木工事業 天下島 2 20～40
192,000～
300,000

8:30～17:30 １種普通免許　　　　

20 事務及び現場作業　　　　 織物業 北荷頃　 2 19～40
119,600～
128,800

8:00～17:00

21 準備工（綾通し）織物業 滝の下町　 1 55～
125,000～
155,000

8:00～17:00

22 建築現場管理　　建築工事請負業 赤　谷　 1 20～35
180,000～
250,000

8:35～17:00 建築士（２級）

23 織布工　　　　　織物業 仲子町　 1 30～50
153,000～
180,000

8:30～18:00

24 介護支援専門員　介護サービス業 下樫出　 1 25～
176,176～
176,176

8:00～17:00 介護支援専門員　　　

25
一般事務・経理・
パソコン

デザイン業 新栄町　 1 18～
160,000～
180,000

9:00～18:00 １種普通免許　　　　

26
グラフィックデ
ザイン・Ｄ

デザイン業 新栄町　 1 18～
150,000～
300,000

8:00～17:00 １種普通免許　　　　

27
インターネット
プロバイダ

デザイン業 新栄町　 1 18～
150,000～
250,000

8:20～17:20

28 販売員　　　　　鮮魚、青果、雑貨卸業 表　町　 1 25～40
140,000～
145,000

5:30～13:45

29 設　計　　　　　自動車通信機器等製造業 滝の下町　 2 25～45
190,000～
320,000

9:00～18:00

30 生産管理員（工場長候補） 織物業 新栄町　 1 25～45
180,000～
210,000

8:15～17:15

31 縫製作業員　　　織物業 東　町　 1 18～40
132,000～
168,000

8:20～17:20

32 ＣＡＤオペレ－タ－　　 織物業 大　町　 1 35～
155,000～
160,000

5:00～13:30

33 建設技術員　　　一般土木建築工事業 平　　 1 26～46
255,000～
290,000

7:45～17:00 １種普通免許　　　　

34 外装組立　　　　土木工事業 中越地区 1 18～40
192,000～
300,000

8:30～17:30 １種普通免許　　　　

35 準備工　　　　　織物業 谷　内　 2 18～55
124,800～
144,000

8:00～17:00

36 整経　　　　　　織物業 谷　内　 1 18～50
152,710～
180,710

8:00～17:00

37 調整員　　　　　織物業 谷　内 1 57～
199,800～
257,800

8:30～17:30

38 織布員　　　　　　織物業 谷　内　 2 18～50
147,800～
197,800

9:00～14:00

39 看護員　　　　　介護サービス業 平　　 1 25～55
170,000～
280,000

8:00～16:00 看護婦・看護士　　　

40 リンキング　　　織物業 栄　町　 3 18～55
98,714～
154,000

9:00～15:00

最近の求人情報をお知らせします。
すでに決定済みのこともありますので、面接を希望する場合や情報内
容の詳細については、職安栃尾分室紹介係におたずねください。
《求人情報》 （平成15年３月20日現在）

〈問合せ〉
ハローワーク
長岡公共職業安定所
栃尾分室152－2333

求 人 コ ー ナ ー
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▽
課
長
山
谷
一
郎(

議
会

◆
総
務
課

事
務
局
長)

▽
副
参
事(
秘
書)

酒

井
由
美
子(

同
課
副
参
事
兼
秘
書

係
長)

▽
副
参
事
兼
人
事
秘
書
係

長
林
衛(

同
課
人
事
係
長)

▽
管
財

係
長
橘
正(

建
設
課
用
地
係
長)

▽

)

▽

主
査
石
丸
浩
之(

建
設
課
主
査

主
任
主
事
多
田
信
昭(

商
工
観
光

課
主
任
主
事)

▽
課
長
補
佐(

特
命

◆
企
画
財
政
課

担
当)

深
滝
純
一(

美
術
館
副
参

事)

▽
副
参
事
兼
財
政
係
長
馬
場

祐
輔(

同
課
財
政
係
長)

▽
主
任
主

事
諏
佐
欣
也(

税
務
課
主
任
主
事)

▽
主
事
茨
木
か
お
り(

保
健
福
祉

課
主
事)

▽
課
長
補
佐
兼
情
報

◆
行
政
管
理
課

推
進
係
長
関
根
堅
一(

建
設
課
長

補
佐
兼
監
理
係
長)

▽
主
査
藤
田

正(

同
課
主
任
主
事)

▽
課
長
杵
渕
修(

環
境
衛

◆
市
民
課

生
課
長)

▽
課
長
補
佐
橘
仁(

同
課

長
補
佐
兼
国
民
年
金
係
長)

▽
副

参
事
兼
戸
籍
係
長
小
林
弘(

ガ
ス

水
道
局
副
参
事
兼
浄
水
場
長)

▽

国
保
年
金
係
長
佐
々
木
徳
栄(

同

課
国
保
係
長)

▽
主
事
磯
部
隆
善

(

総
務
課
主
事)

▽
主
事
永
沢
早
苗

(

企
画
財
政
課
主
事)

▽
課
長
韮
沢
雅
市(

監
査

◆
税
務
課

委
員
事
務
局
長)

▽
課
長
補
佐
兼

管
理
収
納
係
長
藤
崎
雅
広(

建
設

課
副
参
事
兼
都
市
計
画
係
長)

▽

副
参
事
兼
市
民
税
係
長
田
代
徳
信

(

同
課
市
民
税
係
長)

▽
主
査
上
村

利
明(

生
涯
学
習
課
主
査)

▽
主
任

主
事
土
田
忠(

総
務
課
主
事)

▽
主

任
主
事
桜
井
歩(

同
課
主
事)

▽
主

事
小
川
裕
子(
下
水
道
課
主
事)

▽

主
事
飯
浜
由
一
郎(
会
計
課
主
事)

▽
主
事
今
井
佑
香(
同
課
主
事
補)

▽
課
長
葛
綿
哲
夫(
市
民

◆
建
設
課

課
長)

▽
課
長
補
佐
兼
監
理
係
長

小
林
文
雄(

農
林
課
長
補
佐)
▽
副

参
事
兼
用
地
係
長
大
橋
日
出
昭

(

商
工
観
光
課
副
参
事
兼
産
業
交

流
セ
ン
タ
ー
係
長)

▽
副
参
事
兼

都
市
計
画
係
長
酒
井
幸
栄(

総
務

課
副
参
事
兼
管
財
係
長)

▽
主
査

佐
藤
義
一(

保
健
福
祉
課
主
査)

▽

主
査
木
間
時
男(

同
課
主
任
技
師)

▽
主
査
長
谷
川
隆
博(

同
課
主
任

技
師)

▽
主
任
技
師
金
内
嘉
博(

下

水
道
課
主
任
技
師)

▽
課
長
補
佐
坂
井
由
信

◆
農
林
課

(

ガ
ス
水
道
局
副
参
事
兼
工
務
係

長)

▽
副
参
事
兼
農
政
企
画
係
長

中
村
作
栄(

同
課
農
政
企
画
係
長)

▽
農
業
振
興
係
長
高
嶋
良
智(

農

業
委
員
会
事
務
局
主
査)

▽
林
政

係
長
金
内
保(

同
課
農
林
係
長)

▽

農
地
係
長
外
山
伸
五(

下
水
道
課

主
査)

▽
主
査
佐
野
智(

庶
務
課
主

査)

▽
主
査
武
士
俣
達
也(

総
務
課

主
査)

▽
技
師
勝
沼
栄
一(

環
境
衛

生
課
技
師)

▽
課
長
韮
沢
伸
一

◆
保
健
福
祉
課

(

学
校
教
育
課
長
補
佐
兼
学
事
係

長)

▽
課
長
補
佐
兼
保
健
予
防
係

長
猪
俣
茂
俊(

生
涯
学
習
課
長
補

佐
兼
生
涯
学
習
係
長)

▽
副
参
事

兼
福
祉
係
長
酒
井
利
明(

市
民
課

副
参
事
兼
戸
籍
係
長)

▽
主
任
主

事
渡
辺
雄
一
郎(

同
課
主
事)

▽
主

事
布
施
正
泰(

農
林
課
主
事)

▽
主

事
箕
輪
晴
一
郎(

総
務
課
主
事)

▽

主
事
馬
場
尚
美(

市
民
課
主
事)

▽
主
任
保
育
士
片
山

◆
中
央
保
育
所

早
苗(

白
山
保
育
所
主
任
保
育
士)

▽
主
任
保
育
士
佐
野
恵
子(

税
務

課
主
査)

▽
主
任
保
育
士
磯
部

◆
白
山
保
育
所

の
り
子(

学
校
教
育
課
主
任
保
育

士)

▽
主
任
保
育
士
三
本
京
子(

中

央
保
育
所
主
任
保
育
士)

▽
課
長
佐
野
豪(

建

◆
環
境
衛
生
課

設
課
長)

▽
参
事
兼
課
長
補
佐
諏

佐
栄
一(

同
課
長
補
佐
兼
施
設
係

長)

▽
施
設
係
長
大
崎
一
史(

生
涯

学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
長)

▽

主
査
川
上
研
一(

農
林
課
主
査)

▽

主
任
技
工
士
今
井
重
信(

同
課
副

任
技
工
士)

▽
副
任
技
工
士
山
内

良
信(

同
課
技
工
士)

▽
産
業
交
流
セ
ン
タ

◆
商
工
観
光
課

ー
係
長
内
山
忠
一(

税
務
課
主
査)

▽
主
任
主
事
波
形
隆
一(

庶
務
課

主
任
主
事)

▽
主
事
大
崎
真(

ガ
ス

水
道
局
主
事)▽

参
事
兼
課
長
補
佐
兼

◆
下
水
道
課

工
務
係
長
水
口
哲
哉(

同
課
長
補

佐
兼
工
務
係
長)

▽
主
査
仲
野
靖

(

ガ
ス
水
道
局
主
査)

▽
主
査
諸
橋

直(

建
設
課
主
査)

▽
副
任
技
工
士

諸
橋
孝(

ガ
ス
水
道
局
副
任
技
工

士)

▽
副
参
事
兼
工
務
係

◆
ガ
ス
水
道
局

長
河
井
宗
一(

農
林
課
農
地
係
長)

▽
浄
水
場
長
渡
辺
督(

農
林
課
主

査)

▽
主
査
飯
浜
和
昭(

税
務
課
主

査)

▽
主
査
佐
藤
昌
彦(

同
局
主
任

技
師)

▽
副
任
技
工
士
諸
橋
明(

総

務
課
副
任
技
工
士)

▽
課
長
補
佐
兼
会
計
係
長

◆
会
計
課

山
本
誠
二(

議
会
事
務
局
次
長
兼

庶
務
係
長
兼
議
事
係
長)

▽
主
任

主
事
山
井
真
樹(

商
工
観
光
課
主

任
主
事)

▽
局
長
鈴
木
慶
明

◆
議
会
事
務
局

(

庶
務
課
長)

▽
次
長
兼
庶
務
係
長

兼
議
事
係
長
諏
佐
秀
雄(

税
務
課

長
補
佐
兼
管
理
収
納
係
長)

▽
局
長
高
橋
栄

◆
監
査
委
員
事
務
局

作(

会
計
課
長
補
佐
兼
会
計
係
長)

▽
主
査
多
田

◆
農
業
委
員
会
事
務
局

好
一(

市
民
課
主
査)

▽
課
長
松
平
道
安(

税
務

◆
庶
務
課

課
長)

▽
主
査
大
崎
稲
子(

保
健
福

祉
課
主
査)

▽
主
査
今
井
正
彦(

同

課
主
任
主
事)

▽
主
事
目
黒
怜(

商

工
観
光
課
主
事)▽

課
長
補
佐
兼
学
事

◆
学
校
教
育
課

係
長
武
士
俣
研
二(

保
健
福
祉
課

長
補
佐
兼
保
健
予
防
係
長)

▽
主

任
保
育
士
中
村
あ
や
子(

白
山
保

育
所
主
任
保
育
士)

▽
課
長
補
佐
兼
生
涯

◆
生
涯
学
習
課

学
習
係
長
佐
藤
幸
雄(

保
健
福
祉

課
副
参
事
兼
福
祉
係
長)

▽
課
長

補
佐
兼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
長
兼
国

体
準
備
室
長
渡
辺
龍
彦(

行
政
管

理
課
長
補
佐
兼
情
報
推
進
係
長)

▽
主
任
保
育
士
橋
本
ふ
み
子(

農

林
課
主
査)

▽
主
査
長
谷
川
和
也

(

同
課
主
任
主
事)

▽
主
事
酒
井
俊

明(

建
設
課
主
事)

▽
副
館
長
佐
藤
幸
雄

◆
市
民
会
館

(

生
涯
学
習
課
長
補
佐
兼
務)

▽
主
任
主
事
土
田
政
明

◆
美
術
館

(

企
画
財
政
課
主
任
主
事)

▽
刈
谷
中
学
校
管
理

◆
学
校
管
理
員

員
矢
沢
貴(

環
境
衛
生
課
運
転
手

兼
管
理
員)

▽
秋
葉
中
学
校
管
理

26
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４
月
１
日
付
け(

)

内
は
旧
職

市
職
員
人
事
異
動

ご協力をお願いします
!!牛乳パックの回収を開始

回収日：12月までの毎月第１日曜日10時～12時

回収場所：栄町公民館 問合せ：牛乳パックの会(池) 53 3613-



４
月

日

○
宵

宮

28

（月）

４
月

日

○
大
名
行
列

29

（祝）

午
前
９
時

分

諏
訪
神
社
出
発

30

午
後
４
時
こ
ろ

舞

込

栃
尾
の
春
の
風
物
詩
、
諏
訪
神
社

春
季
大
祭
の
大
名
行
列
は
、
県
内
で

も
第
一
級
の
祭
り
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

雨
天
の
場
合
は
、

※
小
雨
決
行

11

時
か
ら
総
合
体
育
館
で
奴
・
は
や

し
方
の
披
露
と
、
傘
鉾
の
審
査

※
交
通
規
制
に
協
力
を

・
車
両
通
行
止
…

・

日
（
谷
内

28

29

一
〜
秋
葉
ト
ン
ネ
ル
前
交
差
点
）

・
交
通
規
制
…

日
９
時
〜

時
ま

29

11

で
大
町
交
差
点
か
ら
大
野
橋
の
間
。

秋
葉
ト
ン
ネ
ル
を
利
用
く
だ
さ
い
。

「
栃
尾
市
政
治
倫
理
の
確
立
の
た

め
の
栃
尾
市
長
の
資
産
等
の
公
開
に

関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、
市
長
の

資
産
等
報
告
書
を
次
の
と
お
り
市
民

の
皆
さ
ん
に
公
開
し
ま
す
。

資
産
等
報
告
書
…
５
月

閲
覧
開
始

日

〜

20

（火）

執
務
時
間
中
（
８
時

閲
覧
時
間

30

分
〜

時

分
）

17

15市
役
所
３
階
総
務
課

閲
覧
場
所

総
務
課
人
事
秘
書
係
・

‐

問
合
せ

52

５
８
１
５

市
長
の
資
産
を

公
開
し
ま
す

平成15年

4.18
□乳幼児健診

保健福祉センター会 場 ▼

（新栄町2-2-23）
午後１時までに集合時 間 ▼

◎１歳６カ月児健診、２歳６カ
月児歯科健診、３歳児歯科健診
では、歯科検診がありますので
健診前に歯を磨いておいてくだ
さい。また、希望者にフッ素塗
布を実施します。
※母子手帳、問診票を忘れずに
持参してください。

ちゃん小林 優花
ゆ う か

（旭 町）
４月９日
３歳児

健診会場で

□総合健康相談、子育て相談
◎赤ちゃんのことからお年寄りのことまで、健康に
ついて相談のある人は、おいでください。

医師、保健師、栄養士、助産師相談担当者 ▼

月 日 会 場 時 間
５月20日(火) 保健福祉センター 午後１時～２時

◎子育てについて相談のある人は、おいでください。
保健師、助産師、保育士相談担当者 ▼

月 日 会 場 時 間
５月28日(水) 保健福祉センター 午後１時～３時
※総合健康相談、子育て相談においでになる人は、
事前に保健福祉課まで連絡ください。・52-5836

□心の悩み精神保健相談
５月９日(金）午後１時30分～３時日 時 ▼

保健福祉センター（新栄町2-2-23）会 場 ▼

長岡健康福祉環境事務所 ・33-4931問合せ ▼

※事前に予約ください。

健 診 名 月 日 対象者生年月
４ カ 月 児 健 診 ５月13日(火) 15年１月生まれ
７ カ 月 児 健 診 ５月９日(金) 14年10月生まれ
１歳６カ月児健診 ５月８日(木) 13年11月生まれ
２歳６カ月児歯科健診 ５月21日(水) 12年11月生まれ
３歳児歯科健診 ５月21日(水) 12年５月生まれ
３ 歳 児 健 診 ５月14日(水) 11年12月生まれ

栃
尾
市
文
化
財
第
一
号
（
風
俗
慣
習
）

諏
訪
神
社
春
季
大
祭

３０００個を豪華に展示・即売

てまりまつり栃尾

行列を先導する華の乙女

手
か
が
り
て
ま
り
は
、
昔
、
絹
を
織
る
山
里
の
女
衆
が
、

絹
の
残
り
糸
を
利
用
し
て
作
っ
た
の
が
始
ま
り
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
代
々
作
り
つ
が
れ
て
き
た
懐
か
し
い
伝
統
柄
や
、

華
や
か
な
創
作
模
様
の
て
ま
り
な
ど
三
千
個
を
展
示
即
売
す

る
「
栃
尾
て
ま
り
ま
つ
り
」
。

会
場
で
は
手
か
が
り
て
ま
り
の
制
作
実
演
・
体
験
会
も
行

わ
れ
ま
す
。

５月１日(木)と き
～５日(祝)10時～16時
文化センターところ

「きれいだね～」

人口 ２４,７１９人 男 １２,０７３人 女 １２,６４６人 世帯数 ７,３４９
市のようす

３月末現在

日
本
郵
政
公
社
は
、
く
ぼ
み
入
り

は
が
き
を
重
度
の
身
体
障
害
者
と
知

的
障
害
者
に
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。

６
月
２
日

ま
で

受
付
期
限

（月）

身
体
障
害
者
…
１
級
ま
た
は

対

象
２
級
の
人
、
知
的
障
害
者
…
療
育
手

帳
に｢

Ａ｣(

ま
た
は
１
度
、
２
度)

と

表
記
さ
れ
て
い
る
人

く
ぼ
み
入
り
通
常
郵

配
付
は
が
き

便
は
が
き

枚
20近

く
の
郵
便
局
に
身
体

申
込
方
法

障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
を

提
示
し
、
備
え
付
け
の
申
込
用
紙

に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

く
ぼ
み
入
り
は
が
き
の

無
料
配
布

栃
尾
郵
便
局
・

‐
３
２

問
合
せ

52

０
０

先
の
大
戦
で
戦
地
な
ど
に
派
遣
さ

れ
、
戦
時
衛
生
勤
務
に
服
さ
れ
た

｢

旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦｣

、

｢

旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦｣

（
慰
労
給

付
金
受
給
者
を
除
く
）
に
対
し
て
、

そ
の
御
労
苦
に
報
い
る
た
め
内
閣
総

理
大
臣
の
書
状
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
請
求
期
限
を
２
年
間
延
長

し
ま
し
た
。

平
成

年
３
月

日
ま
で

請
求
期
限

17

31

保
健
福
祉
課
援

請
求
先
・
問
合
せ

護
福
祉
係
・

‐
５
２
２
２

51

タ
イ

訪
問
国

８
月

日

〜

日

期

間

19

（火）

27

（水）

歳
〜

歳
（
４
月
１
日

対

象

20

30

現
在
）
で
帰
国
後
、
県
内
の
団
体

や
地
域
な
ど
で
活
発
な
青
少
年
活

動
が
行
え
る
人
。
ま
た
、
簡
単
な

日
常
英
会
話
が
で
き
る

人
13

９
万
円
程
度

自
己
負
担

５
月
９
日

ま

申
込
み
・
問
合
せ

（金）

で
に
県
福
祉
保
健
部
児
童
家
庭
課

・
０
２
５
‐
２
８
０
‐
５
２
１
４

戦
時
衛
生
勤
務
者
に

内
閣
総
理
大
臣
の
書
状
を
贈
呈

県
青
年
リ
ー
ダ
ー
養
成

海
外
研
修
事
業
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長 岡 圏 域
イベント情報
http://www.kouiki.nagaoka.niigata.jp

【長岡市】
花いっぱいフェア2003▽

５月24日(土)・25日(日)と き
ハイブ長岡周辺ところ
公園緑地課・39-2230問合せ

【小千谷市】
国指定重要無形民俗文化財｢牛の角突き｣▽

５月３日(祝)と き
小千谷闘牛場（小栗山）ところ
商工観光課・83-3512問合せ

【越路町】
スーパードッグスコンペティション▽

in ＫＯＳＨＩＪＩ
５月10日(土)・11日(日)と き
河川公園ところ
企画振興課・92-5902問合せ

【三島町】
第19回三島町西山連峰登山マラソン大会▽

５月18日(日)と き
三島町体育館ところ
実行委員会・42-2221問合せ

【与板町】
楽山苑ライトアップ▽

５月９日(金)～18日(日)と き
楽山苑ところ
企画課・72-3100問合せ

【出雲崎町】
越後出雲崎天領の里オープン10年感謝祭▽

５月３日(祝)～５日(祝)と き
天領の里・78-4000ところ・問合せ

【山古志村】
中山隧道見学会(保存事業完成記念式典)▽

４月28日(月)午前中と き
村民体育館ところ
総務課・59-2330問合せ

牛の角突き▽

５月４日(日)・25日(日)12時～と き
池谷闘牛場ところ
産業課 59-2330問合せ ・

５月11日(日)～20日(火)

☆スローガン
春一番 安全一番 無事故が一番

☆運動の重点
①子どもと高齢者の歩行中、自転車乗用中の交通事
故防止
②シートベルトとチャイルドシートの着用の徹底
③交差点における安全確認の徹底

５月は、新入学(園)◎
した子供たちが、胸
をはずませ、学校や
保育園、町へと出て、
行動範囲が広くなり
ます。大人も子ども
も心と時間にゆとり
を持ち、やさしい運
転・歩行を心掛けま
しょう。

左右の安全を確認し、横
断歩道を渡りましょう

死者 傷者交通事故
３月 4件

15年累計 12件

0 人

0 人

4人

13人

～新年度がスタートしました。

気持ちを新たに、交通安全を心掛けましょう～



５
月

日

８
時

分
文

と

き

18

（日）

30

化
セ
ン
タ
ー
前
出
発

津
川
町
方
面

行
き
先

人
（
先
着
順
）

定

員

35三
千
円
（
昼
食
・
保
険
料
）

参
加
費

句
作
の
用
具

持
参
品

４
月

日

か

申
込
み
・
問
合
せ

22

（火）

ら
参
加
費
を
添
え
て
公
民
館

‐
52

２
０
２
０

一
緒
に
「
と
ち
お
の
昔
」
を
語
り

継
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。
い
つ
か
ら

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

毎
月
第
１
・
３
金
曜
日

と

き

14

時
〜

時
16

文
化
セ
ン
タ
ー
和
室

と
こ
ろ

語
り
の
練
習
や
研
修
会
を

内

容
行
い
、
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま
す

俳
句
吟
行
会

「
か
た
り
べ
教
室
」
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

前
期
（
４
〜
９
月
）
、
後

受
講
料

期
（

〜
３
月
）
各
千
円
（
初
回

10

時
納
入
）一

般
成
人

人

定

員

20

４
月

日

か
ら
公
民
館

申
込
み

21

（月）

‐
２
０
２
０

52
市
内
の
小
中
学
校
の
外
国
語
補
助

指
導
員
を
講
師
に
招
き
、
日
常
生
活

で
使
え
る
英
語
を
楽
し
み
な
が
ら
学

び
ま
す
。
２
班
に
分
か
れ
て
少
人
数

で
実
施
し
ま
す
。

５
月

日

か
ら
毎
週
水

と

き

14

（水）

曜
日

時

分
〜

時

分

19

30

21

30

文
化
セ
ン
タ
ー
学
習
室

と
こ
ろ

千
円
（
初
回
時
に
納
入
）

受
講
料

一
般
成
人

人
（
先
着

対

象

20

順
）

筆
記
用
具
な
ど

持
ち
物

公
民
館

‐

申
込
み
・
問
合
せ

52

２
０
２
０

話
せ
る
！
わ
か
る
！

初
心
者
英
会
話
教
室

５
月
〜
来
年
３
月
の
毎
月

と

き
第
２
金
曜
日
、
い
ず
れ
も

時
19

30

分
〜
２
時
間
程
度

文
化
セ
ン
タ
ー
和
室

と
こ
ろ

人
程
度

定

員

30公
民
館
の
教
室
や
講
座
を

対

象
受
講
し
た
人

月
額
五
百
円

会

費

５
月

日
〜
７
月
毎
週
木

と

き

15

曜
日
、

時

分
〜

時

分

19

30

21

30

文
化
セ
ン
タ
ー
和
室

と
こ
ろ

人
程
度

定

員

15高
校
生
以
上

対

象

５
月

日
〜
９
月
毎
週
火

と

き

13

料
理
教
室

着
物
着
付
け
教
室

公
民
館
着
付
け
サ
ー
ク
ル

｢

新
装
会｣

会
員
募
集

曜
日
、
　
　
を
隔
週
で
行
い
ま
す
。

い
ず
れ
も

時
〜

時

19

21

市
民
会
館｢

調
理
室･

食
堂｣

と
こ
ろ

い
ず
れ
も

人

定

員

14

　

代
の
男
女
　

歳
以

対

象

20

30

上
の
男
女月

額
二
千
円

教
材
費

５
月

日
〜
９
月
毎
週
木

と

き

15

曜
日
、

時

分
〜

時

分

19

30

21

30

文
化
セ
ン
タ
ー
第
２
研
修
室

と
こ
ろ

人
程
度

定

員

15高
校
生
以
上

対

象

三
千
円
（
た
だ
し
、
初
め

教
材
費

て
受
講
す
る
人
は
、
別
途
四
千
円

が
必
要
）５

月
〜
９
月

と

き

毎
週
火
曜
日
（
５
月

裏
千
家

13

ペ
ン
字
教
室

茶
道
講
座

｢

裏
千
家｣｢

宗
へ
ん
流｣

日
か
ら
）

毎
週
金
曜
日
（
５
月

宗
へ
ん
流

日
か
ら
）

16
い
ず
れ
も

時
〜

時

19

21

市
民
会
館
「
梅
の
間
」

と
こ
ろ

人
程
度

定

員

15高
校
生
以
上

対

象

三
千
円

教
材
費

５
月
〜
９
月

と

き

毎
週
火
曜
日
（
５
月

草
月
流

13

日
か
ら
）毎

週
水
曜
日
（
５
月

池

坊

14

日
か
ら
）

い
ず
れ
も

時
〜

時

19

21

文
化
セ
ン
タ
ー
第
２
研
修
室

と
こ
ろ

人
程
度

定

員

15高
校
生
以
上

対

象

月
額
三
千
三
百
円

教
材
費

生
け
花
講
座

「
草
月
流｣｢

池
坊
」
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観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ガ
イ
ド
が

謙
信
公
ゆ
か
り
の
史
跡
な
ど
を
案
内
し
ま
す

公
民
館
教
養
講
座

（
旧
青
少
年
ホ
ー
ム
教
養
講
座
）

昨
年
度
ま
で
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
行
っ
て
き
た
教
養
講

座
は
、
公
民
館
講
座
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

公
民
館

‐
２
０
２
０

申
込
み
・
問
合
せ

52

旧青少年ホームの着物着付け講座

５
月
の
日
曜
日
、
秋
葉
公
園
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ガ
イ
ド
が
常
駐

し
、
皆
さ
ん
を
案
内
し
ま
す
。

５
月
４
日

･

日

･

と

き

（日）

11

（日）

日

･

日

、

時
〜

時

18

（日）

25

（日）

10

16

秋
葉
神
社
前

受
付
場
所

観
光
協
会

‐
１
１

問
合
せ

51

９
５

文化センター

ギャラリーとちお ◆春の山野草展（とちお愛草会） ５／10(土)・11(日)

産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
「
お
り
な

す
」
で
行
う
パ
ソ
コ
ン
講
座
の
受
講

生
を
募
集
し
ま
す
。

◆
「
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
講
座
」

初
級
か
ら
中
級
者
向
け

内

容
で
、
は
が
き
や
案
内
文
書
を
作

成
し
ま
す
。

５
／

・

・

と

き

10
（土）

18
（日）

24

・
６
／
１

、
い
ず
れ
も

（土）

（日）

13

時

分
〜

時

分

30

16

30

四
千
円

受
講
料

◆
「
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
Ｘ
Ｐ
講
座
」

パ
ソ
コ
ン
の
仕
組
み
や

内

容 教
室
・
講
座

お
り
な
す

パ
ソ
コ
ン
講
座

周
辺
機
器
の
設
定
、
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ

ｏ
ｗ
ｓ
の
基
本
操
作
を
学
習
し

ま
す
。

５
／

・

・

と

き

13
（火）

15
（木）

20

、
い
ず
れ
も

時
〜

時

（火）

19

21

二
千
円

受
講
料

◆
「
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
入
門
講
座
」

初
心
者
向
け
で
、
文
字

内

容
の
大
き
さ
や
形
の
変
更
な
ど
を

学
習
し
ま
す
。

５
／

・

・

と

き

22
（木）

27
（火）

29

、
い
ず
れ
も

時
〜

時

（木）

19

21

二
千
円

受
講
料

い
ず
れ
も

人
（
先
着

定

員

20

順
）

※
受
講
料
の
ほ
か
に
テ
キ
ス
ト
代
が

必
要

開
催
日
７
日
前

申
込
み
・
問
合
せ

ま
で
に
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
お
り

な
す

‐
１
３
３
１

51

５
月
４
日
〜

月
ま
で
の

と

き

11

原
則
第
１
日
曜
日

全
７
回
、
13

時
〜

時
16

美
術
館
「
ア
ト
リ
エ
」

と
こ
ろ

穂
刈
春
雄
さ
ん

講

師
高
校
生
以
上

対

象

人
程
度
（
先
着
順
）

定

員

10五
千
円
（
新
規
受
講
者
の

受
講
料

み
）

４
月

日

か

申
込
み
・
問
合
せ

22

（火）

ら
受
講
料
を
添
え
て
美
術
館

‐
53

６
３
０
０　

４
月

日

　
５
月

と

き

26

（土）

17

日

、
い
ず
れ
も
９
時

分
〜

（土）

30

12

時

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
新

と
こ
ろ

栄
町
）

　
ゆ
か
い
な
お
に
ぎ
り
ラ

内

容
ン
チ
　
お
菓
子
を
つ
く
ろ
う

八
百
円
、
一
回
の
み
参
加

参
加
費

は
五
百
円小

学
３
年
生
以
上

人

対

象

20

（
先
着
順
）

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
持

持
ち
物

ち
帰
り
用
空
弁
当

４
月

日

か

申
込
み
・
問
合
せ

23

（水）

あ
そ
び
じ
ゅ
く
　

ジ
ュ
ニ
ア
ク
ッ
キ
ン
グ｣

「 「
日
本
画
講
座
」

受
講
者
募
集

ら
参
加
費
を
添
え
て
公
民
館

‐
52

２
０
２
０

み
ん
な
で
創
ろ
う
夢
の
ス
テ
ー
ジ
。

初
め
て
の
人
も
大
歓
迎
で
す
。
一
緒

に
感
動
を
味
わ
い
ま
し
ょ
う
。

５
月

日

か
ら
毎
月
第

練
習
日

10

（土）

２
・
４
土
曜
日

時
〜

時
（
夏

10

12

休
み
な
ど
は
変
更
あ
り
）

｢

子
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル｣

参
加
者
募
集
！

市
民
会
館
３
階
宴
会
場

練
習
場
所

ま
た
は
ス
テ
ー
ジ
ほ
か

歌
や
踊
り
、
芝
居
を
体
験

内

容
し
、
３
月
の
公
演
を
目
指
し
ま
す
。

年
間
二
千
五
百
円
（
初
回

参
加
費

時
に
会
場
に
て
）

小
学
校
３
年
生
以
上

人

定

員

30

動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
。

そ
の
他

季
節
に
よ
っ
て
は
飲
み
物
を
持
参

の
こ
と

４
月

日

か

申
込
み
・
問
合
せ

21

（月）

ら
公
民
館

‐
２
０
２
０

52
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市
政
バ
ス
参
加
者
募
集

第
７
回

栃
尾
市
の
公
共
施
設
を
見
学
し
、

市
政
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
市
政
バ
ス
を
運
行
し

ま
す
。

６
月
２
日

午
前
９

と

き

（月）

時
〜
午
後
４
時
（
市
民
会
館
前

出
発
、
解
散
）

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
、

見
学
先

道
院
高
原市

民

人

対

象

38
市
の
大
型
バ
ス

交
通
手
段

千
円
（
昼
食
、
飲
物

参
加
費

代
）

５
月

日

か
ら
行
政

申
込
み

24

（木）

管
理
課
広
報
広
聴
係

‐
２
１
７
５

52

クリーンセンター
(ゴミの持込み)

休み
４/29(火) 収 集 し ま す

(火曜日の収集区域のみ)みどりの日

通 常 ど お り 通 常 ど お り４/30(水)
～５/２(金)

通 常 ど お り５/３(土)
休み 休み憲法記念日

休み 休み５/４(日)

休み 休み
５/５(月)
こどもの日

ゴ ミ 収 集

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

期
間
中
の

ゴ
ミ
収
集

か
ら
５
月
５
日
（
こ
ど
も
の

日
）
ま
で
の
休
日
の
ご
み
収
集

な
ど
の
業
務
は
、
下
の
表
の
と

お
り
で
す
。

ま
た
、
春
の
粗
大
ご
み
の
収

集
に
つ
い
て
は
、
５
月

日
19

（月）

か
ら
実
施
す
る
予
定
で
す
。
詳

し
い
日
程
は
、
後
日
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

環
境
衛
生
課

‐

問
合
せ

53

２
２
０
５

リサイクル品

美術館市民ギャラリー

天芯会書作展第２回
と き：４月27日(日)まで９時～17時(最終日は15時まで) 月曜休館

観覧無料 問合せ：美術館 53 6300-



平
成

年
度
の
情
報
公
開
請
求
お

14

よ
び
個
人
情
報
の
開
示
な
ど
の
請
求

に
対
す
る
決
定
に
つ
い
て
、
不
服
申

立
て
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
回
開
催
し
ま
し
た
。
（
平
成
14

年
５
月

日
）

14

市
内
に
住
所
が
あ
る
人
、
市
内
に

事
業
所
な
ど
を
持
っ
て
い
る
人
、
市

内
の
事
業
所
な
ど
に
勤
務
お
よ
び
学

校
に
在
学
し
て
い
る
人
、
市
が
行
な

う
事
業
に
具
体
的
な
利
害
関
係
を
持

っ
て
い
る
人
が
請
求
で
き
ま
す
。

本
人
で
あ
れ
ば
、
自
分
自
身
の
個

人
情
報
の
閲
覧
ま
た
は
そ
の
写
し
の

交
付
な
ど
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

行
政
管
理
課
文
書
行
革
係

問
合
せ
‐
２
１
７
５

52

個
人
情
報
の
開
示
請
求
な
ど
が
で

き
る
人

不
服
申
立
て
の
件
数
と
決
定
状
況

情
報
公
開
請
求
が
で
き
る
人

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査

会
の
開
催
状
況

|||||| |||||(5) 広報とちお おしらせ版 15.4.18

市
は
、
「
情
報
公
開
条
例
」
と
「
個
人
情
報
保
護
条
例
」
を
制
定
し
、

市
民
参
加
に
よ
る
公
正
で
開
か
れ
た
市
政
の
推
進
を
目
的
に
、
情
報
公

開
お
よ
び
個
人
情
報
の
開
示
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
二
つ
の
制
度
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
毎
年
度
実
施
状

況
を
公
表
し
ま
す
。
平
成

年
度
の
実
施
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

14

◆実施機関別請求件数と決定状況
情報公開請求 情報公開申出 個人情報開示等
請 処理状況 申 処理状況 請 処 理 状 況
公 部 非 公 部 非 不 開 訂 是 部 不実 施 機 関 出求 求

公 公 保 開分 分 分
公 公 開件 件件

数 開 開 開 数 開 開 開 有 数 示 正 正 示 示
市 長 6 6 2 1 1
教 育 委 員 会 1 1
選挙管理委員会
監 査 委 員
公 平 委 員 会
農 業 委 員 会 2 2
固 定 資産 評価
審 査 委 員 会
ガ ス 水 道 局
消 防 長
議 会
合 計 8 8 3 2 1

※市の情報公開条例は、実施機関が平成13年４月１日以降に作成、または
取得した公文書を対象としていますが、それ以前に作成、または取得した
公文書についても公開の申出として応じるよう努めています。

お
よ
び

情
報
公
開

個
人
情
報
保
護
制
度
の
実
施
状
況

平成
１4年度

２
人
（
委
員
５
人
の
う
ち
２
人
公
募
し
ま
す
）

募
集
人
員

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

応
募
資
格

▽
市
内
に
住
所
を
有
す
る
満

歳
以
上
の
人

20

▽
応
募
の
日
に
栃
尾
市
の
ほ
か
の
審
議
会
な
ど
の
委
員
で
な
い
人

▽
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
議
員
ま
た
は
常
勤
の
職
員
で
な
い
人

２
年
（
平
成

年
６
月
１
日
〜
平
成

年
５
月

日
）

任

期

15

17

31

最
低
年
１
回
（
１
〜
２
時
間
程
度
）
た
だ
し
、
不
服
申
立

開
催
回
数

が
あ
っ
た
場
合
は
そ
の
都
度
開
催
し
ま
す
。

会
議
１
回
に
つ
き
四
千
九
百
円
（
税
込
み
）

報

酬

氏
名
、
性
別
、
住
所
な
ど
を
記
載
し
た
応
募
申
込
書
に
、

応
募
方
法

「
栃
尾
市
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
提
言
」
レ
ポ
ー
ト

（

字
程
度
）
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
（
電
子
メ
ー
ル
、

400
郵
便
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
も
受
け
付
け
ま
す
）

※
申
込
書
は
、
行
政
管
理
課
文
書
行
革
係
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

５
月

日

ま
で
（
当
日
必
着
）

応
募
期
限

19

（月）

レ
ポ
ー
ト
で
選
考
し
、
応
募
者
に
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

選
考
方
法

行
政
管
理
課
文
書
行
革
係

‐
２
１
７
５

‐
３
９

問
合
せ

52

FAX
52

９
０URL:http://www.city.tochio.niigata.jp

E-mail:gy
ousei@citiy.tochio.niigata.jp

栃
尾
市
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
の

委
員
を
募
集
し
ま
す

栃
尾
市
情
報
公
開
・個
人
情
報
保
護
審
査
会
は
、
栃
尾
市
情

報
公
開
条
例
お
よ
び
栃
尾
市
個
人
情
報
保
護
条
例
に
基
づ
き
、

不
服
申
し
立
て
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
な
ど
、
実
施
機
関
の
諮
問
に

応
じ
て
の
審
査
お
よ
び
制
度
の
公
正
、
か
つ
、
円
滑
な
運
営
の
推

進
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
審
査
会
に
参
加
い
た
だ
く
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

錦 鯉 即 売 会 と き：５月５日(祝)

ところ：産業交流センター｢おりなす｣前

農林課内錦鯉組合事務局
問合せ：

52-5847

市
は
、
経
済
情
勢
が
厳
し
い

中
、
経
営
努
力
を
重
ね
て
い
る

地
場
産
業
の
繊
維
業
界
を
は
じ

め
と
し
た
工
業
、
お
よ
び
商
業

の
振
興
に
対
し
て
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。
内
容
を
検
討
の
う

え
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
産
業
振
興
奨
励
事
業
の
問
い

合
わ
せ
は
商
工
観
光
課

‐
52

５
８
２
７
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商
工
業
活
性
化

支
援
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

名

称

電
話
番
号

　
第
四
銀
行
栃
尾
支
店

‐
１
１
１
１

52

　
北
越
銀
行
栃
尾
支
店

‐
２
１
１
１

52

長
岡
信
用
金
庫
栃
尾
支
店

‐
１
１
２
２

52
‐
３
６
４
６

越
後
な
が
お
か
農
業
協
同
組

52

合
栃
尾
市
内
各
支
店

　
大
光
銀
行
見
附
支
店

‐
１
６
６
０

62

栃
尾
市
役
所
商
工
観
光
課

‐
５
８
２
７

52

栃
尾
商
工
会

‐
４
１
９
１

52

栃
尾
織
物
工
業
協
同
組
合

‐
３
１
１
１

52

… 産業振興奨励事業 …
事業名 要 件 奨 励 措 置

・５人以上の新たな雇用が ・貸付額は５百万円以
見込まれること 上（８億円を限度）

・貸付対象費用の総額（用 とする地域総合
地取得費を除く）が２千 ・貸付利率は無利子整備資金
５百万円以上 ・償還は15年以内（５貸付事業

年以内の据置期間を
含む）

・工場新設⇒投下固定資産 ・３年間固定資産税の
総額が３千万円を超えか 免除
つ、従業員が７人以上 ・５年間年利率１％の

・工場拡張⇒投下固定資産 利子補給
総額が３千万円を超えか工場設置
つ、増加する従業員が５奨励事業
人以上

・工場移転⇒投下固定資産
総額が２千万円を超える
もの。または従業員数が
５人以上の事業所の移転

・繊維関連の設備費が200万 ・５年間年利率１％の繊維関連
円以上（３億円限度）で 利子補給産業設備
あること近代化奨

励事業

……… 栃 尾 市 制 度 融 資 ………
（平成15年4月1日現在）

融 資 条 件
制 度 名 融 資 対 象 融資利率 信用保証料の補給率資金使途 限度額 融資期間

( )信保付

1,000万円 33％地方産業育成 ○市内に住所または事業所を有し、指定された業種 運転:5年以内運転資金 年2.45％
の中小企業者 設備:7年以内資金 設備資金 (年1.95％)

○市内に住所または事業所を有し、引き続き１年以中
1,000万円 5年以内 ・借入金額500万円以小 経営改善 上同一事業を営む中小企業者で、次のすべての条 運転資金 年2.05％

下は100％企 資金 件を満たすもの 設備資金
・信用保証対象業種 ・本制度融資償還完済のこと業

・500万円を超え1,000振 ○市内に住所または事業所を有し、引き続き１年以

設備資金 3,000万円 10年以内 万円以下は50％興 共同施設 上同一事業を営む中小企業者の組合または団体で、 年2.05％
次のすべての条件を満たすもの資 事業資金

・信用保証対象業種 ・本制度融資償還完済のこと金
○市内に住所または事業所を有し、引き続き１年以
上同一事業を営む小企業者で、次のすべての条件

300万円 年1 85％ 3年以内 100％小企業経営改 を満たすもの 運転資金 .
・常用従業員数が商業、サービス業は２人以下、製 設備資金善資金
造業は５人以下のもの
・信用保証対象業種 ・本制度融資償還完済のこと
○市内に１年以上居住している個人、または市内で
１年以上事業を営んでいる会社で、次のいずれか
の条件に該当するもの
・個人で、借入金と同額以上の自己資金を有し、市

・借入金額500万円以内で新たな事業を開始、または市内に新たな会社

下は100％を設立しようとするもの
・個人で、市内で事業を開始して１年を経過してい 運転資金 年2.00％ 運転:5年以内新規創業支援 1,000万円

・500万円を超え1,000資金 ないもの。または、会社を設立して１年を経過し 設備資金 (年1.55％) 設備:7年以内

万円以下は50％ていないもの
・会社で市内に新たな会社を設立しようとするもの
・会社で市内に新たな会社を設立し、１年を経過し
ていないもの
・県中小企業創業支援資金融資を受けたもの
・信用保証対象業種
○市内に住所または事業所を有し、引き続き１年以 年2.10％ ・借入金額500万円以
上同一事業を営んでいる中小企業者（ただし、風 (年1.60％) 下は100％
俗関連業種、サービス業のうち娯楽業および医療 融資期間５ ・500万円を超え1,000不況対策緊急 運転資金 3,000万円 7年以内
業を除く）で、次の条件を満たすもの 年超の場合 万円以下は50％資金

・最近３ヵ月の売上高が、過去３年間のいずれかの 年2.20％ ・1,000万円超え3,000
年の同期の売上高に比較して減少いるもの (年1.70％) 万円以下は33％

※保証人・担保は、取扱金融機関の定めるところによる。
※いずれの制度融資も、市税完納が条件で、融資期間には６カ月以内から１年以内の据置期間が含まれます。

道の駅｢Ｒ290とちお｣

休憩コーナー
◆写真展“花”(清水 勲)

４／17(木)～29(祝)
◆斉藤 進・嶋田恵一郎 二人展

５／３(土)～11(日)



こ
の
調
査
は
、
栃
尾
市
を
川
東
地

区
と
川
中
地
区
、
お
よ
び
川
西
地
区

の
三
地
区
に
分
割
し
て
三
年
ご
と
に

実
施
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
川
中

地
区
が
調
査
対
象
と
な
り
、
左
の
表

に
よ
り
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定

◆
平
成

年
度
は
川
中
地
区

15

で
す
。

調
査
に
入
る
前
に
、
町
内
ご
と
に

詳
し
い
日
程
表
を
回
覧
し
て
お
知
ら

せ
ま
す
。

消
費
機
器
調
査
と
は
、
屋
内
に
設

◆
消
費
機
器
調
査
と
は
？

置
し
て
あ
る
ガ
ス
機
器
で
、
ガ
ス
消

費
量
の
多
い
風
呂
が
ま
と
ガ
ス
湯
沸

器
、
お
よ
び
そ
の
給
排
気
設
備
に
不

備
が
な
い
か
を
調
査
す
る
も
の
で
す
。

ガ
ス
機
器
を
安
全
に
ご
使
用
い
た

だ
い
て
い
る
か
、
排
気
筒
に
す
き
間

が
な
い
か
、
給
排
気
が
ス
ム
ー
ズ
に

行
わ
れ
て
い
る
か
な
ど
を
点
検
し
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
た
、
不
完
全
燃
焼
防
止
機
能
の

付
い
て
い
な
い
小
型
瞬
間
湯
沸
器
に

つ
い
て
も
、
有
毒
な
一
酸
化
炭
素
が

発
生
し
て
い
な
い
か
、
排
気
ガ
ス
の

点
検
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

係
員
が
訪
問
し
て
留
守
の
場
合
、

不
在
連
絡
票
を
置
い
て
き
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
調
査
日
時
を
ガ
ス
水
道
局

ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
休
日
や

夜
間
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

ガ
ス
水
道
局

問
合
せ

52

◆
調
査
希
望
日
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
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と

の

ガ
ス
漏
れ

給
排
気
設
備

調
査
に
伺
い
ま
す

ガ
ス
と
安
全

【調査日程表】

町 名 調査月
菅 畑 ４月
大 川 戸 ４月
泉 ４月・５月

宮 沢 ５月・６月
天 下 島 ６月・７月
上の原町 ７月・８月
旭 町 ８月・９月
滝の下町 ９月・10月
仲 子 町 ９月・10月
谷 内 10月・11月
東 町 11月・12月
本 町 12月・１月
中央公園 １月
金 町 ２月・３月

ガ
ス
水
道
局
で
は
、
都
市
ガ
ス
を
ご
使
用
い
た
だ
い
て
い
る
需
要
家

を
対
象
に
、
三
年
に
一
度
ガ
ス
漏
れ
と
ガ
ス
消
費
機
器
調
査
（
ガ
ス
機

器
の
給
排
気
設
備
の
調
査
）
に
伺
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
ガ
ス
を
安
心
し
て
ご
使
用
い
た
だ
く
た
め
の
大
切
な

調
査
で
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

５
月
の
催
物

県
立
自
然
科
学
館

☆
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー

「
し
ゃ
ぼ
ん
玉
と遊び

ま
シ
ョ
ー
」

４
月

日

〜
５
月
５

と

き

26

（土）

日
（祝）

巨
大
し
ゃ
ぼ
ん
玉
な
ど
、

内

容
楽
し
い
実
演
を
通
し
て
、
し
ゃ

ぼ
ん
玉
の
不
思
議
さ
を
解
説
し

ま
す
。

☆
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
春
番
組

「
よ
う
こ
そオ

ー
ロ
ラ
の
国
へ
」

６
月
１
日

ま
で

と

き

（日）

ア
ニ
メ
に
よ
る
物
語
の

内

容
中
で
、
た
く
さ
ん
の
オ
ー
ロ
ラ

の
写
真
を
交
え
な
が
ら
、
美
し

く
神
秘
的
な
「
オ
ー
ロ
ラ
」
の

正
体
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

☆
各
種
教
室

▽
３
日

紙
で
作
る
竹
ト
ン
ボ

（祝）

▽
４
日

ト
キ
を
作
っ
て
飛
ば

（日）

そ
う
▽
５
日

砂
の
中
か
ら
宝

（祝）

石
を
探
そ
う
、
紙
を
飛
ば
そ
う

▽
９
日

星
空
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

（金）

(

要
予
約)

▽

日

天
体
望
遠

10

（土）

鏡
を
扱
え
る
よ
う
に
な
ろ
う

(

要
予
約)

▽

日

ブ
ナ
清
水

11

（日）

観
察
会(

要
予
約)

、
か
わ
り
だ

ね
ス
ラ
イ
ム
を
作
ろ
う
▽

日
13

〜

日

　
天
体
望
遠
鏡

（火）

18

（日）
60

一
般
公
開
▽

日

か
ら
く
り

18

（日）

の
世
界
、
紙
を
作
ろ
う
▽

日
25

細
胞
か
ら
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
取
り
出

（日）そ
う(

要
予
約)

※
教
室
に
よ
っ
て
は
、
入
館
料
の

ほ
か
に
参
加
費
が
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。

料

金

新
潟
県
立
自
然
科
学
館

問
合
せ

項 目 大 人 小・中学生

入 館 料 ５５０円 １００円

２００円 １００円プラネタリウム
観覧料
○幼児、障害者手帳を持っている人は無料です。
○プラネタリウムを観覧する場合は、入館料が
必要です。
○20人以上の団体は、割引制度があります。

日本の地域おこしのトップランナー
が｢まちおこし講演会｣中谷健太郎さん

と き：５月24日(土)19時～ 入場無料

ところ：市民会館 問合せ：企画財政課 52 5816-

‐
５
８
２
６

０
２
５
‐
２
８
３
‐
３
３

３
１

５
月

日
〜
６
月

日
の

と

き

12

13

毎
週
月
・
金
曜
日

全

回
、

10

19

時
〜

時

分

21

30
市
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
刈
谷

と
こ
ろ

田
中
学
校
と
な
り
）

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務

対

象
す
る
テ
ニ
ス
の
初
心
者
、
初
級
者

三
千
円
（
保
険
料
を
含
む
、

参
加
費

初
回
時
に
会
場
に
て
）

５
月
８
日

ま

申
込
み
・
問
合
せ

（木）

で
総
合
体
育
館
・

‐
５
５
７
１

52

｢

ユ
ニ
ホ
ッ
ケ
ー
」
は
、
誰
に
で

も
で
き
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

◆
「
ユ
ニ
テ
リ
ー
ズ
」

毎
週
火
曜
日

時

分

練
習
日

19

30

〜

時

分

21

30中
学
生
以
上

対

象

入
会
金
…
千
円
、
会
費

参
加
費

…
月
額
二
百
円
ほ
か

◆
「
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
」

毎
週
金
曜
日

時

分

練
習
日

19

30

〜

時
21 そ

の
他

初
心
者
テ
ニ
ス
教
室

ユ
ニ
ホ
ッ
ケ
ー
ク
ラ
ブ

会
員
募
集

４
歳
〜
中
学
生

対

象

入
会
金
…
無
料
、
会
費

参
加
費

…
月
額
三
百
円
ほ
か

総
合
体
育
館

練
習
場
所

総
合
体
育
館
・

申
込
み
・
問
合
せ

‐
５
５
７
１
ま
た
は
協
会
事
務

52局
・
五
十
嵐
・

‐
３
８
２
２

53

ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
は
、
護
身

を
目
的
と
し
た
武
道
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

４
月

日
〜
５
月

日
毎

と

き

25

28

週
水
・
金
曜
日

全

回
、

時

10

19

分
〜

時

30

21総
合
体
育
館

と
こ
ろ

５
歳
以
上

対

象

千
五
百
円
（
保
険
料
）

参
加
費

４
月

日

ま

申
込
み
・
問
合
せ

23

（水）

で
に
総
合
体
育
館
・

‐
５
５
７

52

１
ま
た
は
協
会
事
務
局
・
菅
田
・

‐
２
９
３
４

53

５
月

日

〜

月

日

と

き

25

（日）

10

13

の
木
曜
日
ま
た
は
土
曜
日
の

（祝）

19

時

分
〜

30

総
合
体
育
館
ま
た
は
秋
葉

と
こ
ろ

中
学
校
体
育
館

高
校
生
以
上
で
市
内
に
在

対

象
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ

初
心
者
教
室

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ

参
加
チ
ー
ム
募
集

住
ま
た
は
勤
務
す
る
人

１
チ
ー
ム
五
千
円

参
加
費

試
合
日
程
・
競
技
方
法
な

そ
の
他

ど
は
、
参
加
チ
ー
ム
と
主
催
者
で

協
議
し
決
定
し
ま
す
。

５
月
２
日

ま

申
込
み
・
問
合
せ

（金）

で
に
参
加
費
を
添
え
て
協
会
事
務

局
・
三
沢
・

‐
３
４
６
０

52
中
学
校
卒
業
者
で
、
調

受
験
資
格

理
業
務
に
従
事
し
た
経
験
が
２
年

以
上
あ
る
人調

理
師
試
験
受
験
願
書
、

必
要
書
類

調
理
業
務
従
事
証
明
書
、
最
終
学

校
の
卒
業
証
明
書
、
写
真
、
受
験

票
、
受
験
手
数
料
（
六
千
四
百
円

分
の
新
潟
県
収
入
証
紙
）５

月

日

受
験
願
書
の
受
付
期
間

12

〜

日

ま
で

（月）

19

（月）長
岡
市
（
会
場
未
定
）

試
験
会
場

６
月

日

時
〜

試
験
日
時

27

（金）
13

受
験
願
書
の
受
付
場
所
・
問
合
せ

平
成

年
度

15調
理
師
試
験

杜
々
の
森
「
ア
ト
レ
と
ど
」

展
示
コ
ー
ナ
ー

○
中
野
俣
小
学
校
児
童
作
品
展

（
中
野
俣
小
学
校
）

５
／
９

〜
（金）

19
（月）

長
岡
健
康
福
祉
環
境
事
務
所
地
域

保
健
課
・

‐
４
９
３
１

33

長
岡
市
・
栃
尾
市
・
山
古
志
村
を

再
発
見
で
き
る
心
温
ま
る
写
真
を
募

集
し
ま
す
。(

未
発
表
作
品
に
限
る)

長
岡
市
・
栃
尾
市
・
山
古

テ
ー
マ

な
が
お
か
農
業
ま
つ
り

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

志
村
の
自
然
や
農
村
風
景
を
題
材

に
、
そ
こ
に
住
む
人
た
ち
と
の
ふ

れ
あ
い

２
Ｌ
、
カ
ラ
ー

応
募
サ
イ
ズ

Ｊ
Ａ
各
支
店
か
応
募
取

応
募
方
法

扱
カ
メ
ラ
店
に
あ
る
応
募
票
を
作

品
の
裏
面
に
貼
付
し
応
募
す
る

９
月

日

必
着

応
募
締
切

19

（金）

Ｊ
Ａ
越
後
な
が
お
か
企
画

問
合
せ

課
広
報
担
当
・

‐
１
３
０
２

35
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林
道
道
院
線
（
上
来
伝
側
入
口
は
、
入
東
谷
生
活
改

善
セ
ン
タ
ー
前
の
道
を
直
進
）
が
、
昨
年
末
に
二
車
線

と
な
り
完
成
し
ま
し
た
。
以
前
に
比
べ
道
幅
が
広
く
な

り
、
大
型
バ
ス
で
も
快
適
に
道
院
高
原
ま
で
行
け
ま
す
。

※
栃
堀
か
ら
は
、
５
月
末
こ
ろ
ま
で
除
雪
作
業
の
た
め

通
行
止
め
で
す
。

オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト

（
積
雪
状
況
に
よ
り
、
変

○
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
体
験

更
の
場
合
あ
り
）

○
道
院
高
原
こ
ど
も
絵
画
展

（
５
月
５
日
実
施
。
要
予
約
）

○
竹
で
あ
そ
ぼ
う
！

日
帰
り
プ
ラ
ン

昼
食
に
ド
リ
ン
ク

が
付
い
た
、
お
得

な
プ
ラ
ン
を
ご
用

意
し
ま
し
た
。

ご
予
約
・
問
合
せ

道
院
高
原
・

‐
58

２
１
２
０

０
ﾌﾘｰ

１
２
０
‐
３
３
０

７
７
３

４月26日(土)

道院高原オープン

遊雪まつりのスノー
モービル体験

!!４月 19日 (土 )、杜々の森名水公園オープン
管理運営組合

問合せ：
58-3050
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